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別記様式第2号（その1の1）
（用紙　日本産業規格A4縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画
事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ワカヤマリハビリテーションセンモンショクダイガク

大 学 の 名 称
和歌山リハビリテーション専門職大学（Wakayama Professional University of
Rehabilitation）

大 学 本 部 の 位 置 和歌山県和歌山市湊本町3丁目1番地

計 画 の 区 分 専門職大学の設置

フ リ ガ ナ ガッコウホウジン　キョウワカイ

設 置 者 学校法人　　響和会

大 学 の 目 的
人が「いつまでも美しく輝いて生きる（Live Longer Better)」ことが可能な社会の創出と、
和歌山を未来に繋ぐ（「地方消滅」から「地方創生」へ）ことを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

人口減少、少子高齢化が進行する先進諸国の中で日本は最も深刻である。和歌山は高齢化率３
０％を越え日本第6位であり、更に深刻である。「1億総活躍」「健康寿命の延伸」「健康日本
２１」等の諸策を推進し、この時代を切り開いて行く必要に迫られている。この局面でリハビ
リテーション専門職は、医療、福祉等の厚生面及び他の分野からもで大いに活躍を嘱望されて
いる。第4次産業革命の進行、又国際通用性、国際的互換性が求められる状況下、ワンランク上
のリハビリテーション専門職指導者の養成が喫緊の課題である。和歌山県はリハビリテーショ
ン人材養成所最後進県で、理学療法士養成所は10年前に我々が設立した1校のみで、作業療法士
養成校は、設置申請中の専門職大学が県内初である。この大きなうねりを為す時代の変化に対
応出来る大学を設置したい。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

Science］

リハビリテーション学科

［Department of

Rehabilitation］

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

健康科学部 年 人 年次 人

和歌山市湊本町3丁目1番
地［Division  of Physical （Bachelor of

Physical Therapy）
第1年次

Therapy］

理学療法学専攻 4 40 160 理学療法学士（専門職） 令和3年4月

　　　　　　同上

［Division of Occupational （Bachelor of
Occupational
Therapy）Therapy］

計 4 80 320

作業療法学専攻 4 40 160 作業療法学士（専門職） 同上

同 一 設 置 者 内 に お け る
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

和歌山国際厚生学院理学療法学科（廃止）（△160）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

137単位

健康科学部リハビリテーショ
ン学科作業療法学専攻

72科目 25科目 19科目 116科目 137単位

実習 計

健康科学部リハビリテーショ
ン学科理学療法学専攻

75科目 22科目 23科目 119科目
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学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼任

教員等教授 准教授 講師 助教 計 助手

人 人 人

15 3 7 3 28 - 23

人 人 人 人

15 3 7 3 28 - 23

（ 23 ） （ - ） （ 10 ）（ 14 ） （ 3 ） （ 5 ） （ 1 ）

（ 10 ）

既

設

分

該当なし

（ 14 ） （ 3 ） （ 5 ） （ 1 ） （ 23 ） （ - ）

計

新

設

分

健康科学部リハビリテーション学科

-

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

- - - - - -

計

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

- - - - - - -

15 3 7 3 28 - 23

（ - ） （ - ） （ - ）

8 - 8

（ 8 ） （ - ） （ 8 ）

（ 10 ）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員

人 人 人

（ 14 ） （ 3 ） （ 5 ） （ 1 ） （ 23 ） （ - ）

合　　　　計

教

員

組

織

の

概

要

技 術 職 員 - - -

（ - ） （ - ） （ - ）

図 書 館 専 門 職 員 2 - 2

（ 2 ） （ - ） （ 2 ）

そ の 他 の 職 員 - - -

（ - ） （ - ） （ - ）

計 10 - 10

（  10  ） （ - ） （ 10 ）

校地等は和歌山
市との20年以上
の借地契約。令
和3年4月開学時
は3080.08㎡で
あるが、令和3
年11月に
1871.53㎡が追
加され、その中
の運動場（330
㎡）も含め令和
4年4月に完成す
る。

校　舎　敷　地 4621.61㎡ - ㎡ - ㎡ 4621.61㎡

運 動 場 用 地 330.00㎡ - ㎡ - ㎡

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

330.00㎡

小          計

合          計 4951.61㎡ - ㎡ - ㎡ 4951.61㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

4951.61㎡ - ㎡ - ㎡ 4951.61㎡

そ    の    他 - ㎡ - ㎡ - ㎡ - ㎡

校舎は和歌山市
との20年以上の
借用契約。校舎
面積減免措置書
類あり。

5282.22㎡ - ㎡ - ㎡ 5282.22㎡

（5282.22㎡） （　- ㎡） （　- ㎡） （5282.22㎡）

専任教員研究室

新設学部等の名称 室　　　数

健康科学部リハビリテーション学科 14室

大学全体
8室 0室 10室

1室 -室

（補助職員　-人） （補助職員　-人）

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

3489 36

  （6585〔726 〕〕　 （134〔5〕〕

標本

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具

（9〔0 〕〕　　 （ 42 ） （3010）

（9〔0 〕〕　　

点

新設学部等の名称

 （ 42 ）　 （3010） ( 36 )

( 36 )

計
8118〔756 〕 134〔5〕 9〔0 〕    　 42 3489 36

  （6585〔726 〕〕　 （134〔5〕〕

図
書
・
設
備

健康科学部リハビリ
テーション学科

8118〔756 〕 134〔5〕 9〔0 〕    　 42

2



和歌山国際厚生学院

4 40 - 160 高度専門士 平成20年度

※令和３年度より
学生募集停止

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

- ㎡ 該当なし

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第1年次 第2年次 第3年次

大学全体
457.20㎡ 88 46,200

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

第4年次 第5年次 第6年次

教員1人当り研究費等 200千円 200千円 200千円 200千円 -　千円 -　千円

共同研究費等 1920千円 2720千円 2880千円 2880千円 -　千円 -　千円

-　千円 -　千円

設備購入費 116000千円 -　千円 -　千円 -　千円 -　千円 -　千円 -　千円

図書購入費 3000千円 3000千円 3000千円 3000千円 3000千円

倍

第6年次

1750千円 1550千円 1550千円 1550千円 -　千円 -　千円

学生納付金以外の維持方法の概要 雑収入等

学生1人当り
納付金

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次

年 人 年次 人

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

理学療法学科 0.91 和歌山市北野229番地2

附属施設の概要 該当なし

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

心理学 1前 2 ○ 兼１

生物学 1前 2 ○ 兼１ PT/OT協同

物理学 1前 1 ○ 兼１

統計学 1前 2 ○ 1

健康科学 1前 1 ○ 兼１

プログラミング 1前 1 ○ 1 PT/OT協同

ＩoT入門 1後 1 ○ 1 PT/OT協同

哲学 1前 1 ○ 兼１ PT/OT協同

生命倫理 1前 2 ○ 1 PT/OT協同

健康とスポーツ 1前 1 ○ 1

教育学Ⅰ 1前 2 ○ 1

教育学Ⅱ　 1後 2 ○ 1

老年学 1後 1 ○

社会学 1前 1 ○ 兼１ PT/OT協同

法学 1後 1 ○ 兼１ PT/OT協同

情報処理Ⅰ 1前 1 ○ 1

情報処理Ⅱ 1後 1 ○ 1 PT/OT協同

英語Ⅰ 1前 2 ○ 1

英語Ⅱ 1後 2 ○ 1

　
　

小計（19科目）

　うち前期課程（13科目）
3 兼7

基
礎
科
目

科
学
的
思
考
の
基
礎

人
間
と
生
活

社
会
の
理
解

17 10 - 5

別記様式第2号（その2の1）
（用紙　日本産業規格A4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（健康科学部リハビリテーション学科）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人体構造学Ⅰ（骨・筋系） 1前 1 ○

人体構造学Ⅱ（脈管・内臓系） 1前 1 ○

人体構造学Ⅲ（神経系） 1後 1 ○ 1

人体構造学実習 1後 1 ○ 1

体表解剖学演習 2前 1 ○ 1

人体機能学Ⅰ 1前 1 ○ 1 1

人体機能学Ⅱ 1後 1 ○ 1 1

人体機能学実習 1後 1 ○ 1 1

運動学Ⅰ 1前 1 ○ 1

運動学Ⅱ 1後 1 ○ 1

運動学実習 2前 1 ○ 1

人間発達学 1後 1 ○ 1

病理学 1後 1 ○ 兼１

内科学 2前 1 ○ 兼１

神経内科学Ⅰ 2前 1 ○ 1

神経内科学Ⅱ 2後 1 ○ 1

整形外科学Ⅰ 2前 1 ○ 1

整形外科学Ⅱ 2後 1 ○ 1

小児科学 2前 1 ○ 1

臨床心理学 2前 1 ○ 兼１

精神医学 2後 1 ○ 兼１

臨床薬理学 3前 1 ○ 兼１

臨床栄養学 2後 1 ○ 兼1

予防医学 2前 1 ○ 1

救急援助論 2後 1 ○ 1

臨床・画像診断学 3前 1 ○ 1

リハビリテーション概論 1前 1 ○ 1

社会福祉学 1後 1 ○ 兼１

チーム医療論 2後 1 ○ PT/OT協同

地域包括ケア論 3後 1 ○ 1

地域環境活動演習 4前 1 ○ 1 1 PT/OT協同

地域包括ケア演習 4前 1 ○ 1 1 PT/OT協同

トータルヘルスプロモーション 2後 1 ○ 兼１ PT/OT協同

　 小計（33科目）

　うち前期課程（17科目）
9 1 3 兼8

専任教員等の配置

備考

職
業
専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進

　
保
健
医
療
福
祉
と

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
の
理
念

29 4 -

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

理学療法概論 1前 1 ○ 1

基礎理学療法学Ⅰ 1前 1 ○ 1

基礎理学療法学Ⅱ 1後 1 ○ 1

理学療法研究論 2後 1 ○ 1

臨床理学療法学 3後 1 ○ 1

理学療法臨床診断学 3前 1 ○ 1

医療関連法規 1後 1 ○ 兼１

理学療法管理学 3後 1 ○ 1

理学療法評価学総論Ⅰ 1後 1 ○ 1

理学療法評価学総論Ⅱ 2前 1 ○ 1

身体機能評価学実習Ⅰ 2前 1 ○ 1

身体機能評価学実習Ⅱ 2前 1 ○ 1

理学療法評価学実習Ⅰ 2後 1 ○ 1

理学療法評価学実習Ⅱ 2後 1 ○ 1

応用評価学演習 3後 1 ○ 1 1 PT/OT協同

運動療法学 2後 1 ○ 1

運動療法学実習Ⅰ 3前 1 ○ 1

運動療法学実習Ⅱ 3前 1 ○ 1

物理療法学実習 2後 2 ○ 1

義肢装具学Ⅰ 2後 1 ○ 兼１

義肢装具学Ⅱ 3前 1 ○ 兼１

運動器障害理学療法学実習 3前 2 ○ 1

スポーツ障害理学療法学実習 3後 1 ○ 1

発達障害理学療法学実習 3後 1 ○ 兼１

中枢神経障害理学療法学実習 3後 2 ○ ○ 講義1単位、実技1単位

神経筋疾患理学療法学実習 3前 1 ○ 1

内部障害理学療法学実習 3後 2 ○ 兼１

系統別・治療手技演習 3後 1 ○ 1

日常生活活動学 2後 1 ○ 1

日常生活活動学実習 3前 1 ○ 1

生活環境学実習 3前 1 ○ 1

障害者スポーツ演習 3前 1 ○ 1 PT/OT協同

応用物理療法学演習 3後 1 ○ 1

専門手技療法学演習 3後 1 ○ 兼１ PT/OT協同

高次脳機能障害の治療法 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

認知症の理解とその支援 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

レクリエーション活動演習 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

地域理学療法学Ⅰ 2後 1 ○ 1

地域理学療法学Ⅱ 3前 1 ○ 1

地域理学療法学実習 3後 1 ○ 1

理学療法見学実習 1前 1 ○ 3 1 2 1 臨

理学療法体験実習 2前 2 ○ 3 1 2 1 臨

理学療法評価実習 3前 4 ○ 3 1 2 1 臨

理学療法総合臨床実習 4前 16 ○ 3 1 2 1 臨

小計（44科目）

　うち前期課程（19科目）
- 4

備考

基
礎
理
学
療
法
学

理
学
療
法

管
理
学

理
学
療
法
評
価
学

理
学
療
法
治
療
法

 
地
域

 
理
学
療
法
学

臨
床
実
習

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

専
門
科
目

職
業
専
門
科
目

2 2 3 兼558 9
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

作業療法概論 1前 1 ○ 1

基礎作業学 1後 1 ○ 1

作業療法研究論 2前 1 ○ 1

基礎作業学実習Ⅰ 2後 1 ○ 1

基礎作業学実習Ⅱ 3後 1 ○ 1

医療関連法規 1後 1 ○ 兼１

作業療法管理学 3後 1 ○ 1

作業療法評価学総論Ⅰ 1後 1 ○ 1

作業療法評価学総論Ⅱ 2前 1 ○ 1

作業療法評価学実習 2前 2 ○ 1

作業療法評価学Ⅰ 2前 1 ○ 1

作業療法評価学Ⅱ 2後 1 ○ 1

応用評価学演習 3後 1 ○ 1 1 PT/OT協同

身体障害作業療法学Ⅰ 2後 1 ○ 1

身体障害作業療法学Ⅱ 2後 1 ○ 1

身体障害作業療法学実習Ⅰ 3前 1 ○ 1

身体障害作業療法学実習Ⅱ 3前 1 ○ 1

作業療法義肢装具学 3後 1 ○ 兼１

福祉用具学 2後 1 ○ 兼１

発達障害作業療法学Ⅰ 3前 1 ○ 1

発達障害作業療法学Ⅱ 3後 1 ○ 1

精神障害作業療法学Ⅰ 3前 1 ○ 1

精神障害作業療法学Ⅱ 3後 1 ○ 1

老年期障害作業療法学Ⅰ 3前 1 ○ 1

老年期障害作業療法学Ⅱ 3後 2 ○ 1

日常生活活動学 2後 2 ○ 1

日常生活活動学実習Ⅰ 3前 2 ○ 1

日常生活活動学実習Ⅱ 3前 1 ○ 1

障害者スポーツ演習 3前 1 ○ 1 PT/OT協同

高次脳機能障害の治療法 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

認知症の理解とその支援 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

レクリエーション活動演習 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

ハンドセラピー演習 3後 1 ○ 兼１

専門手技療法学演習 3後 1 ○ 兼１ PT/OT協同

地域作業療法学Ⅰ 2後 1 ○ 1

地域作業療法学Ⅱ 3前 1 ○ 1

地域作業療法学実習 3後 2 ○ 1

作業療法見学実習 1前 1 ○ 2 2 2 2 臨

作業療法体験実習 2前 2 ○ 2 2 2 2 臨

作業療法評価実習 3前 4 ○ 2 2 2 2 臨

作業療法総合臨床実習 4前 16 ○ 2 2 2 2 臨

小計（41科目）

　　うち前期課程（18科目）

専任教員等の配置

備考

3 2 3 2 兼558 7 -

職
業
専
門
科
目

専
門
科
目

基
礎
作
業
療
法
学

作
業
療
法

管
理
学

作
業
療
法
評
価
学

作
業
療
法
治
療
法

地
域

作
業
療
法
学

臨
床
実
習

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

ふるさと・紀州学　 2前 2 ○ 兼１ PT/OT協同

地域における健康支援を考える 3前 2 ○ 1 PT/OT協同

組織論 2後 2 ○ 1 PT/OT協同

地域活性企業論 2後 2 ○ 1 PT/OT協同

リーダーシップ論 2後 2 ○ PT/OT協同

経営と会計 2前 2 ○ 1 PT/OT協同

医療経済論 2前 2 ○ 1 PT/OT協同

地域防災論 3後 2 ○ 兼１ PT/OT協同

支援ロボット論 3後 2 ○ 1 PT/OT協同

産業保健論 3前 2 ○ 兼１ PT/OT協同

地方自治と生活 2後 2 ○ 1 PT/OT協同

生涯スポーツ論 3後 2 ○ 1 PT/OT協同

ソーシャルスキル論 2後 2 ○ 兼１ PT/OT協同

医用・福祉工学論 3前 2 ○ 1 PT/OT協同

発達障害児･者の現状と課題 3前 2 ○ 1 PT/OT協同

地域連携研究 3後 2 ○ 兼１ PT/OT協同

アンチエイジング 3後 2 ○ 1 PT/OT協同

小計（17科目）

　　うち前期課程（7科目）

専門職連携総合演習A 4前 1 ○ 3 1 PT/OT協同・集中講座

専門職連携総合演習B 4前 1 ○ 1 2 1 PT/OT協同・集中講座

専門職連携総合演習C 4前 1 ○ 2 1 1 PT/OT協同・集中講座

応用理学療法演習Ⅰ 3後 1 ○ 1 1 1 1

応用理学療法演習Ⅱ 3後 1 ○ 1 2 1

理学療法総合演習 4通 2 ○ 2 2 1

小計（6科目）

　うち前期課程（4科目）

専門職連携総合演習A 4前 1 ○ 3 1 PT/OT協同・集中講座

専門職連携総合演習B 4前 1 ○ 1 2 1 PT/OT協同・集中講座

専門職連携総合演習C 4前 1 ○ 2 1 1 PT/OT協同・集中講座

応用作業療法演習Ⅰ 3後 1 ○ 2 2

応用作業療法演習Ⅱ 3後 1 ○ 2 2

作業療法総合演習 4通 2 ○ 2 1 1 1

小計（6科目）

　うち前期課程（4科目）
34

作
業
療
法
総
合
科
目

2335-

総
合
科
目

兼5

理
学
療
法
総
合
科
目

4 3 - 5 2 4 1

備考

必
修
展
開
科
目

選
択
展
開
科
目

10 24 - 5 3

科目区分 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

展
開
科
目

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

合計（119科目）

　うち前期課程（60科目）

合計（116科目）

　うち前期課程（59科目）

作業療法
学専攻

118 48 0 - 15 3 7

専任教員等の配置

卒業要件及び履修方法

備考

授業期間等

基礎科目；必修科目17単位、選択科目10単位中３単位以上選択
職業専門科目；
　理学療法学専攻；必修科目87単位、選択科目13単位中５単位以上選択
　作業療法学専攻；必修科目87単位、選択科目11単位中５単位以上選択
展開科目；必修科目10単位、選択科目24単位中10単位以上選択
総合科目；必修科目４単位、選択科目３単位中１単位選択
全137単位以上取得にて卒業要件とする
各学期の履修登録単位数の上限を25単位とする。
ただし、当該学期の直前の学期のGPAに基づき、次のとおり単位数の上限を変更し
て取り扱う。
（1）直前の学期のGPAが3.0以上の者　　　　　 29単位
（2）直前の学期のGPAが2.5以上3.0未満の者　　27単位
（3）直前の学期のGPAが1.5以上2.5未満の者　　25単位
（4）直前の学期のGPAが1.5未満の者　　　　　 23単位

1学年の学期区分 2期（前期・後期）

1学期の授業期間 15週

1時限の授業時間 90分

3 兼23

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態

学位又は称号
理学療法学士

（専門職）
学位又は学科の分野 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

3 兼23

理学療法
学専攻

118 50 0 - 15 3 7

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

心理学 1前 2 ○ 兼１

生物学 1前 2 ○ 兼１ PT/OT協同

物理学 1前 1 ○ 兼１

統計学 1前 2 ○ 1

健康科学 1前 1 ○ 兼１

プログラミング 1前 1 ○ 1 PT/OT協同

ＩoT入門 1後 1 ○ 1 PT/OT協同

哲学 1前 1 ○ 兼１ PT/OT協同

生命倫理 1前 2 ○ 1 PT/OT協同

健康とスポーツ 1前 1 ○ 1

教育学Ⅰ 1前 2 ○ 1

教育学Ⅱ　 1後 2 ○ 1

老年学 1後 1 ○

社会学 1前 1 ○ 兼１ PT/OT協同

法学 1後 1 ○ 兼１ PT/OT協同

情報処理Ⅰ 1前 1 ○ 1

情報処理Ⅱ 1後 1 ○ 1 PT/OT協同

英語Ⅰ 1前 2 ○ 1

英語Ⅱ 1後 2 ○ 1

　
　

小計（19科目）

　うち前期課程（13科目）

別記様式第2号（その2の1）
（用紙　日本産業規格A4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（健康科学部リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

- 5 3

基
礎
科
目

科
学
的
思
考
の
基
礎

人
間
と
生
活

社
会
の
理
解

17 10 兼7

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人体構造学Ⅰ（骨・筋系） 1前 1 ○

人体構造学Ⅱ（脈管・内臓系） 1前 1 ○

人体構造学Ⅲ（神経系） 1後 1 ○ 1

人体構造学実習 1後 1 ○ 1

体表解剖学演習 2前 1 ○ 1

人体機能学Ⅰ 1前 1 ○ 1 1

人体機能学Ⅱ 1後 1 ○ 1 1

人体機能学実習 1後 1 ○ 1 1

運動学Ⅰ 1前 1 ○ 1

運動学Ⅱ 1後 1 ○ 1

運動学実習 2前 1 ○ 1

人間発達学 1後 1 ○ 1

病理学 1後 1 ○ 兼１

内科学 2前 1 ○ 兼１

神経内科学Ⅰ 2前 1 ○ 1

神経内科学Ⅱ 2後 1 ○ 1

整形外科学Ⅰ 2前 1 ○ 1

整形外科学Ⅱ 2後 1 ○ 1

小児科学 2前 1 ○ 1

臨床心理学 2前 1 ○ 兼１

精神医学 2後 1 ○ 兼１

臨床薬理学 3前 1 ○ 兼１

臨床栄養学 2後 1 ○ 兼1

予防医学 2前 1 ○ 1

救急援助論 2後 1 ○ 1

臨床・画像診断学 3前 1 ○ 1

リハビリテーション概論 1前 1 ○ 1

社会福祉学 1後 1 ○ 兼１

チーム医療論 2後 1 ○ PT/OT協同

地域包括ケア論 3後 1 ○ 1

地域環境活動演習 4前 1 ○ 1 1 PT/OT協同

地域包括ケア演習 4前 1 ○ 1 1 PT/OT協同

トータルヘルスプロモーション 2後 1 ○ 兼１ PT/OT協同

　 小計（33科目）

　うち前期課程（17科目）
3 兼829 4 - 9 1

職
業
専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進

　
保
健
医
療
福
祉
と

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
の
理
念

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

理学療法概論 1前 1 ○ 1

基礎理学療法学Ⅰ 1前 1 ○ 1

基礎理学療法学Ⅱ 1後 1 ○ 1

理学療法研究論 2後 1 ○ 1

臨床理学療法学 3後 1 ○ 1

理学療法臨床診断学 3前 1 ○ 1

医療関連法規 1後 1 ○ 兼１

理学療法管理学 3後 1 ○ 1

理学療法評価学総論Ⅰ 1後 1 ○ 1

理学療法評価学総論Ⅱ 2前 1 ○ 1

身体機能評価学実習Ⅰ 2前 1 ○ 1

身体機能評価学実習Ⅱ 2前 1 ○ 1

理学療法評価学実習Ⅰ 2後 1 ○ 1

理学療法評価学実習Ⅱ 2後 1 ○ 1

応用評価学演習 3後 1 ○ 1 1 PT/OT協同

運動療法学 2後 1 ○ 1

運動療法学実習Ⅰ 3前 1 ○ 1

運動療法学実習Ⅱ 3前 1 ○ 1

物理療法学実習 2後 2 ○ 1

義肢装具学Ⅰ 2後 1 ○ 兼１

義肢装具学Ⅱ 3前 1 ○ 兼１

運動器障害理学療法学実習 3前 2 ○ 1

スポーツ障害理学療法学実習 3後 1 ○ 1

発達障害理学療法学実習 3後 1 ○ 兼１

中枢神経障害理学療法学実習 3後 2 ○ ○ 講義1単位、実技1単位

神経筋疾患理学療法学実習 3前 1 ○ 1

内部障害理学療法学実習 3後 2 ○ 兼１

系統別・治療手技演習 3後 1 ○ 1

日常生活活動学 2後 1 ○ 1

日常生活活動学実習 3前 1 ○ 1

生活環境学実習 3前 1 ○ 1

障害者スポーツ演習 3前 1 ○ 1 PT/OT協同

応用物理療法学演習 3後 1 ○ 1

専門手技療法学演習 3後 1 ○ 兼１ PT/OT協同

高次脳機能障害の治療法 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

認知症の理解とその支援 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

レクリエーション活動演習 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

地域理学療法学Ⅰ 2後 1 ○ 1

地域理学療法学Ⅱ 3前 1 ○ 1

地域理学療法学実習 3後 1 ○ 1

理学療法見学実習 1前 1 ○ 3 1 2 1 臨

理学療法体験実習 2前 2 ○ 3 1 2 1 臨

理学療法評価実習 3前 4 ○ 3 1 2 1 臨

理学療法総合臨床実習 4前 16 ○ 3 1 2 1 臨

小計（44科目）

　うち前期課程（19科目）
2 3 兼558 9 - 4

基
礎
理
学
療
法
学

理
学
療
法

管
理
学

理
学
療
法
評
価
学

理
学
療
法
治
療
法

地
域

理
学
療
法
学

臨
床
実
習

2

職
業
専
門
科
目

専
門
科
目

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

ふるさと・紀州学　 2前 2 ○ 兼１ PT/OT協同

地域における健康支援を考える 3前 2 ○ 1 PT/OT協同

組織論 2後 2 ○ 1 PT/OT協同

地域活性企業論 2後 2 ○ 1 PT/OT協同

リーダーシップ論 2後 2 ○ PT/OT協同

経営と会計 2前 2 ○ 1 PT/OT協同

医療経済論 2前 2 ○ 1 PT/OT協同

地域防災論 3後 2 ○ 兼１ PT/OT協同

支援ロボット論 3後 2 ○ 1 PT/OT協同

産業保健論 3前 2 ○ 兼１ PT/OT協同

地方自治と生活 2後 2 ○ 1 PT/OT協同

生涯スポーツ論 3後 2 ○ 1 PT/OT協同

ソーシャルスキル論 2後 2 ○ 兼１ PT/OT協同

医用・福祉工学論 3前 2 ○ 1 PT/OT協同

発達障害児･者の現状と課題 3前 2 ○ 1 PT/OT協同

地域連携研究 3後 2 ○ 兼１ PT/OT協同

アンチエイジング 3後 2 ○ 1 PT/OT協同

小計（17科目）

　　うち前期課程（7科目）

専門職連携総合演習A 4前 1 ○ 3 1 PT/OT協同・集中講座

専門職連携総合演習B 4前 1 ○ 1 2 1 PT/OT協同・集中講座

専門職連携総合演習C 4前 1 ○ 2 1 1 PT/OT協同・集中講座

応用理学療法演習Ⅰ 3後 1 ○ 1 1 1 1

応用理学療法演習Ⅱ 3後 1 ○ 1 2 1

理学療法総合演習 4通 2 ○ 2 2 1

小計（6科目）

　うち前期課程（4科目）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

合計（119科目）

　うち前期課程（60科目）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

基礎科目；必修科目17単位、選択科目10単位中３単位以上選択
職業専門科目；必修科目87単位、選択科目13単位中５単位以上選択
展開科目；必修科目10単位、選択科目24単位中10単位以上選択
総合科目；必修科目４単位、選択科目３単位中１単位選択
全137単位以上取得にて卒業要件とする
各学期の履修登録単位数の上限を25単位とする。
ただし、当該学期の直前の学期のGPAに基づき、次のとおり単位数の上限を変更し
て取り扱う。
（1）直前の学期のGPAが3.0以上の者　　　　　 29単位
（2）直前の学期のGPAが2.5以上3.0未満の者　　27単位
（3）直前の学期のGPAが1.5以上2.5未満の者　　25単位
（4）直前の学期のGPAが1.5未満の者　　　　　 23単位

1学年の学期区分 2期（前期・後期）

1学期の授業期間 15週

1時限の授業時間 90分

3 7 3 兼23

学位又は称号
理学療法学士

（専門職）
学位又は学科の分野 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

理学療法
学専攻

118 50 0 - 15

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

- 5 2 4 1

総
合
科
目

理
学
療
法
総
合
科
目

4 3

5 3

展
開
科
目

兼5

必
修
展
開
科
目

選
択
展
開
科
目

10 24 -

科目区分 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

心理学 1前 2 ○ 兼１

生物学 1前 2 ○ 兼１ PT/OT協同

物理学 1前 1 ○ 兼１

統計学 1前 2 ○ 1

健康科学 1前 1 ○ 兼１

プログラミング 1前 1 ○ 1 PT/OT協同

ＩoT入門 1後 1 ○ 1 PT/OT協同

哲学 1前 1 ○ 兼１ PT/OT協同

生命倫理 1前 2 ○ 1 PT/OT協同

健康とスポーツ 1前 1 ○ 1

教育学Ⅰ 1前 2 ○ 1

教育学Ⅱ　 1後 2 ○ 1

老年学 1後 1 ○

社会学 1前 1 ○ 兼１ PT/OT協同

法学 1後 1 ○ 兼１ PT/OT協同

情報処理Ⅰ 1前 1 ○ 1

情報処理Ⅱ 1後 1 ○ 1 PT/OT協同

英語Ⅰ 1前 2 ○ 1

英語Ⅱ 1後 2 ○ 1

　
　

小計（19科目）

　うち前期課程（13科目）
3 兼7

基
礎
科
目

科
学
的
思
考
の
基
礎

人
間
と
生
活

社
会
の
理
解

17 10 - 5

別記様式第2号（その2の1）
（用紙　日本産業規格A4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（健康科学部リハビリテーション学科　作業療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人体構造学Ⅰ（骨・筋系） 1前 1 ○

人体構造学Ⅱ（脈管・内臓系） 1前 1 ○

人体構造学Ⅲ（神経系） 1後 1 ○ 1

人体構造学実習 1後 1 ○ 1

体表解剖学演習 2前 1 ○ 1

人体機能学Ⅰ 1前 1 ○ 1 1

人体機能学Ⅱ 1後 1 ○ 1 1

人体機能学実習 1後 1 ○ 1 1

運動学Ⅰ 1前 1 ○ 1

運動学Ⅱ 1後 1 ○ 1

運動学実習 2前 1 ○ 1

人間発達学 1後 1 ○ 1

病理学 1後 1 ○ 兼１

内科学 2前 1 ○ 兼１

神経内科学Ⅰ 2前 1 ○ 1

神経内科学Ⅱ 2後 1 ○ 1

整形外科学Ⅰ 2前 1 ○ 1

整形外科学Ⅱ 2後 1 ○ 1

小児科学 2前 1 ○ 1

臨床心理学 2前 1 ○ 兼１

精神医学 2後 1 ○ 兼１

臨床薬理学 3前 1 ○ 兼１

臨床栄養学 2後 1 ○ 兼1

予防医学 2前 1 ○ 1

救急援助論 2後 1 ○ 1

臨床・画像診断学 3前 1 ○ 1

リハビリテーション概論 1前 1 ○ 1

社会福祉学 1後 1 ○ 兼１

チーム医療論 2後 1 ○ PT/OT協同

地域包括ケア論 3後 1 ○ 1

地域環境活動演習 4前 1 ○ 1 1 PT/OT協同

地域包括ケア演習 4前 1 ○ 1 1 PT/OT協同

トータルヘルスプロモーション 2後 1 ○ 兼１ PT/OT協同

　 小計（33科目）

　うち前期課程（17科目）
9 1 3 兼8

専任教員等の配置

備考

職
業
専
門
科
目
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門
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礎
科
目

人
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促
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療
福
祉
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リ
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ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
の
理
念
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科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態

2



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

作業療法概論 1前 1 ○ 1

基礎作業学 1後 1 ○ 1

作業療法研究論 2前 1 ○ 1

基礎作業学実習Ⅰ 2後 1 ○ 1

基礎作業学実習Ⅱ 3後 1 ○ 1

医療関連法規 1後 1 ○ 兼１

作業療法管理学 3後 1 ○ 1

作業療法評価学総論Ⅰ 1後 1 ○ 1

作業療法評価学総論Ⅱ 2前 1 ○ 1

作業療法評価学実習 2前 2 ○ 1

作業療法評価学Ⅰ 2前 1 ○ 1

作業療法評価学Ⅱ 2後 1 ○ 1

応用評価学演習 3後 1 ○ 1 1 PT/OT協同

身体障害作業療法学Ⅰ 2後 1 ○ 1

身体障害作業療法学Ⅱ 2後 1 ○ 1

身体障害作業療法学実習Ⅰ 3前 1 ○ 1

身体障害作業療法学実習Ⅱ 3前 1 ○ 1

作業療法義肢装具学 3後 1 ○ 兼１

福祉用具学 2後 1 ○ 兼１

発達障害作業療法学Ⅰ 3前 1 ○ 1

発達障害作業療法学Ⅱ 3後 1 ○ 1

精神障害作業療法学Ⅰ 3前 1 ○ 1

精神障害作業療法学Ⅱ 3後 1 ○ 1

老年期障害作業療法学Ⅰ 3前 1 ○ 1

老年期障害作業療法学Ⅱ 3後 2 ○ 1

日常生活活動学 2後 2 ○ 1

日常生活活動学実習Ⅰ 3前 2 ○ 1

日常生活活動学実習Ⅱ 3前 1 ○ 1

障害者スポーツ演習 3前 1 ○ 1 PT/OT協同

高次脳機能障害の治療法 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

認知症の理解とその支援 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

レクリエーション活動演習 3後 1 ○ 1 PT/OT協同

ハンドセラピー演習 3後 1 ○ 兼１

専門手技療法学演習 3後 1 ○ 兼１ PT/OT協同

地域作業療法学Ⅰ 2後 1 ○ 1

地域作業療法学Ⅱ 3前 1 ○ 1

地域作業療法学実習 3後 2 ○ 1

作業療法見学実習 1前 1 ○ 2 2 2 2 臨

作業療法体験実習 2前 2 ○ 2 2 2 2 臨

作業療法評価実習 3前 4 ○ 2 2 2 2 臨

作業療法総合臨床実習 4前 16 ○ 2 2 2 2 臨

小計（41科目）

　うち前期課程（18科目）
7 - 3 2 3

備考
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業
専
門
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目
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門
科
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礎
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習
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科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2 兼5

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

ふるさと・紀州学　 2前 2 ○ 兼１ PT/OT協同

地域における健康支援を考える 3前 2 ○ 1 PT/OT協同

組織論 2後 2 ○ 1 PT/OT協同

地域活性企業論 2後 2 ○ 1 PT/OT協同

リーダーシップ論 2後 2 ○ PT/OT協同

経営と会計 2前 2 ○ 1 PT/OT協同

医療経済論 2前 2 ○ 1 PT/OT協同

地域防災論 3後 2 ○ 兼１ PT/OT協同

支援ロボット論 3後 2 ○ 1 PT/OT協同

産業保健論 3前 2 ○ 兼１ PT/OT協同

地方自治と生活 2後 2 ○ 1 PT/OT協同

生涯スポーツ論 3後 2 ○ 1 PT/OT協同

ソーシャルスキル論 2後 2 ○ 兼１ PT/OT協同

医用・福祉工学論 3前 2 ○ 1 PT/OT協同

発達障害児･者の現状と課題 3前 2 ○ 1 PT/OT協同

地域連携研究 3後 2 ○ 兼１ PT/OT協同

アンチエイジング 3後 2 ○ 1 PT/OT協同

小計（17科目）

　　うち前期課程（7科目）

専門職連携総合演習A 4前 1 ○ 3 1 PT/OT協同・集中講座

専門職連携総合演習B 4前 1 ○ 1 2 1 PT/OT協同・集中講座

専門職連携総合演習C 4前 1 ○ 2 1 1 PT/OT協同・集中講座

応用作業療法演習Ⅰ 3後 1 ○ 2 2

応用作業療法演習Ⅱ 3後 1 ○ 2 2

作業療法総合演習 4通 2 ○ 2 1 1 1

小計（6科目）

　うち前期課程（4科目）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
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演
　
習

実
験
・
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習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

合計（116科目）

　うち前期課程（59科目）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

基礎科目；必修科目17単位、選択科目10単位中３単位以上選択
職業専門科目；必修科目87単位、選択科目11単位中５単位以上選択
展開科目；必修科目10単位、選択科目24単位中10単位以上選択
総合科目；必修科目４単位、選択科目３単位中１単位選択
全137単位以上取得にて卒業要件とする
各学期の履修登録単位数の上限を25単位とする。
ただし、当該学期の直前の学期のGPAに基づき、次のとおり単位数の上限を変更して
取り扱う。
（1）直前の学期のGPAが3.0以上の者　　　　　 29単位
（2）直前の学期のGPAが2.5以上3.0未満の者　　27単位
（3）直前の学期のGPAが1.5以上2.5未満の者　　25単位
（4）直前の学期のGPAが1.5未満の者　　　　　 23単位

1学年の学期区分 2期（前期・後期）

1学期の授業期間 15週

1時限の授業時間 90分

兼23

学位又は称号
作業療法学士

（専門職）
学位又は学科の分野 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

備考

作業療法
学専攻

118 48 0 - 15 3 7

2

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

3

作
業
療
法
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合
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目

4 3 - 5

総
合
科
目

3 3

備考

必
修
展
開
科
目

選
択
展
開
科
目

10 24 - 5 3

科目区分 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

展
開
科
目

兼5
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

心理学

心理学は心と行動の学問であり、意識化・無意識下での心理状態や
行動様式を科学的な手法によって観察・研究するものである。本講
義では心理学各分野の実験・調査を紹介し、その一部を実際に体験
することによって，心理学の基本的な考え方と調査・実験の方法、
技術を身につけることを目的とする。また結果の解釈や討論の過程
で，自分を客観的に見つめる。

生物学

生物および生命現象を対象とした、生命体の基本構造と機能調節を
学習する。一分子生物学から生態学までの幅広い範囲の学問の中か
ら医療系に関連する基本的な知識を含む、細胞分子学、遺伝子学、
生体の刺激応答、恒常性維持および代謝、細胞の構造と機能、生物
体のつくり等を理解する。

物理学

医療系の学生が物理は生物や医療の世界と深い関わりがあることを
理解し、物理学の原理を理解することを目的とする。てこの原理や
摩擦係数等特の基本的な物理原則から医療分野において必要となる
「力学と人体」「流体と人体」「熱と体温」「音と光と人体」「電
気と磁気」「原子と放射線」の物理的特性についても理解する。

統計学

本講義では PC を利用しデータをとり扱い、見やすい表の作り方や
グラフの作り方から、検定・推定などの手法に関する授業を行う。
統計学の基礎的な考え方、標本と母集団との関係、およびデータの
種類と表現形式について学ぶ。また、よく用いられる統計的な検定
方法をPCにて学修する。

健康科学

スポーツ、栄養、教育心理の3つの観点から学ぶ。健康維持にとっ
てのスポーツの役割を正しく把握し、健康管理のための運動法を研
究する「運動健康学」、栄養が身体にもたらす働きについて学び、
よりよい栄養摂取を研究する「栄養管理学」、健康を保つために必
要な心のケアや、指導法を研究する「健康心理学・健康教育学」な
どを概要として理解する。

プログラミング

プログラミングの基本要素を学びながら、手続き的なプログラミン
グにおける論理的な思考能力及び実際のプログラミング能力の基礎
を身につける。適宜、講義と演習を繰り返す。

Iot入門

授業目標はIoTを利活用するための基礎知識を習得することを目指
す。IoTが登場してきた経緯とIoTの仕組み、市場動向と産業・公
共・家庭などいろいろな分野での応用事例、および、IoTを実現す
る多様な技術や課題について学習する。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

基
礎
科
目

科
学
思
考
の
基
礎
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

哲学

哲学の基本的な諸立場について概観する。また、諸立場の方法論を
議論する。また、それぞれの現代的意義を検討する。哲学・思想の
レパートリーを概論で押さえながら、哲学とは何なのかを哲学の歴
史をたどりながら学んでいく。そして、それぞれの哲学が誕生した
背景となっている国や地域の歴史、文化、宗教などについて幅広く
学習する。

生命倫理

医療の発達に伴い、倫理感は非常に重要である。本講義は、人の生
命に関わる倫理的問題としては着床前診断等の遺伝子診断、人工妊
娠中絶、代理母出産、脳死、臓器移植、安楽死・尊厳死、イン
フォームド・コンセント、終末期医療、看護倫理を題材に各項目に
ついて講義を展開し、学生の個性と照らし合わせ倫理観を養う。

健康とスポーツ

健康維持・増進のための運動やスポーツとその傷害について理解
し、その予防について学ぶ。健康科学やスポーツ科学の研究や知見
を理解することによって、さまざまな健康行動や身体活動に関する
理解を深め、日常生活において健康科学やスポーツ科学に基づく行
動を実践できるようになることを目標とする。

教育学Ⅰ

教育学の基礎を学ぶ。教育の本質、目的、内容、方法、さらに制
度、行政など、教育現象のさまざまな分野、問題について基礎的に
学ぶ。医療従事者としての教育的思考も身につける。内容は実証資
料に基づく学習とフィールドワークを取り入れる。

教育学Ⅱ

教育社会学における基礎的な学説に学ぶ。また学校制度・学級経営
を背景にした教育問題について社会学的に学ぶことを目的にする。
ライフステージの質を考え人間生活の健全なあり方について探求
し、解決へのプログラムを考える。調査データ、フィールド調査ビ
デオも視聴して豊かに学ぶ。参加学生が作成したプログラムのプレ
ゼンテーションを行う。

老年学

老年期にみられる障害の特性を理解するため、老化のメカニズムや
高齢者の生理的特性を学習する。老年期の心理、老化に伴う生活機
能の変化、高齢者を取りまく地域の問題についても幅広く解説す
る。また、加齢に伴い特徴的に現れる疾患・障害について、基礎的
な学習する。

社
会
の
理
解

社会学

社会学は人間およびそれを取巻く社会事象を研究対象とし、現象の
実態や原因となる因果関係を統計的な解釈で分析することを目的と
する学問である。本講義では行動、行為、相互作用などのミクロレ
ベルから、家族、コミュニティ、組織、社会構造などのマクロレベ
ルまでを幅広く学習する。
社会科学では社会を生物有機体との類比でとらえる社会有機体説
を、社会学では歴史哲学的科学として捉えることで理解する。

基
礎
科
目

人
間
と
生
活
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

法学

本講義では法に関する基礎的に捉える基礎法学と実際の問題に対し
て実定法に関して捉える実定法学を幅広く学習する。基礎法学では
法史学、比較法学、法社会学を中心に学習し、実定法学では公法
(日本国憲法・医事法)、民事法(民法・労働法・消費者法・知的財
産法・刑事法)を中心に学ぶことで最終的には法と社会のかかわり
方について理解する。

情報処理Ⅰ

医療業務、研究等で必要となる基礎的な情報処理に関する知識と技
法の習得を目指す。パソコン実習を行い、今後の調査、研究に必要
な、情報処理に関する基礎的な知識と技法を習得する。

情報処理Ⅱ

今後の専門学習において必要とされる基本的な情報リテラシーを学
ぶ。
情報の利活用に必要な情報処理や機器の基礎事項並びに情報倫理等
について理解する。
到達目標は情報機器を操作できるとともに情報の利活用に必要な基
礎知識を修得する。

英語Ⅰ

スピーキングとリスニング活動を中心に自立的言語使用者を目指す
よう言語コミュニケーション能力を養成、強化する。生活で出会う
ような身近な話題について、明瞭で標準的な話し方の会話なら要点
を理解することができる。話し方が比較的ゆっくり、はっきりして
いるなら、時事問題や、個人的に興味のある話題について要点を理
解することができる。最近の出来事など、日常生活に直接関係のあ
ることや個人的に興味のある事について、準備なしで会話に入るこ
とができる。意見や計画に対する理由や説明を簡潔に示すことがで
きるよう学習する。

英語Ⅱ

リーディングとライティング活動を中心に自立的言語使用者を目指
すよう言語コミュニケーション能力を養成、強化する。授業目標は
非常によく使われる日常言語で書かれた内容なら理解でき、身近で
個人的に関心のある話題について、つながりのある内容を書くこと
ができる。経験や印象を書くことができるよう学習する。

人体構造学Ⅰ（骨・筋系）

人体を構成する骨格、関節靭帯、筋系の形態を機能に関連づけて理
解を深めることである。内容は、人体の解剖学用語や人体の構成と
発生などの解剖学総論、骨学総論から頭蓋、脊柱、胸椎、上肢、下
肢の骨学各論、関節総論から角関節の構造と運動方向、筋学総論か
ら各骨格筋の部位、起始停止、支配神経、作用について学習する。

人体構造学Ⅱ（脈管・内臓系）

系統解剖学では消化器系、呼吸器系、泌尿器系、生殖器系の4系統
に所属する器官だけをとりあつかうが、本講義ではそれに加えて、
（心臓及び脈管）循環器系について学習する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

人体構造学Ⅲ（神経系）

授業目標は、専門領域で学習する神経系疾患の理解するための基礎
となる中枢神経系および末梢神経系につて理解を深めることであ
る。内容は、細胞と神経、中枢神経の構成、脊髄、脳幹、小脳、間
脳、後頭葉、頭頂葉、前頭葉、側頭葉の構造とその機能について学
習する。また、運動や視覚、聴覚、体性感覚の伝導路について学習
する。

人体構造学実習

授業目標は、医学の基礎である解剖学、骨・筋の構造と機能につい
て理解することである。内容は上肢の骨・関節・筋・体幹の骨・関
節・筋について、骨実習や組織実習、体表解剖学などを通して学
ぶ。学習目標は運動器系解剖学の基礎的知識を身につけ、それを骨
標本・身体に適用することができるようになる。

体表解剖学演習

授業目標は、体表解剖学で学習した内容をもとに、骨、関節、筋の
触診技術修得と触診を通して皮膚下の組織の形、大きさ、硬さ、位
置、走行、運動性の理解を深めることである。内容として、演習を
通して上肢帯、肩関節、肘関節、前腕、手関節、手部、下肢帯、股
関節、膝関節、下腿、足関節、足部、脊柱、骨盤の角部位の触診法
と四肢体幹の触診法と四肢体幹の機能解剖について学習する。

人体機能学Ⅰ

生体に対する外部からの様々な刺激により、興奮・伝達・収縮とい
う身体の反射・反応が起こる。また、自らの意思で身体運動を惹
起・継続することができる。外的刺激を受取り脊髄・脳に練達する
感覚系。運動に関する制御や自動化などを行う神経系と運動の動力
装置にあたる骨格筋の仕組みと機能について学習する。

人体機能学Ⅱ

人が活動するために必要な、消化器系、呼吸器系、循環器系、泌尿
器系、体温調整、生体防御機能について理解することである。内容
として、細胞機能（遺伝情報や分泌など）、筋の分類と機能、骨代
謝、消化器系（咀嚼、嚥下、消化と吸収）、肝臓・胆のう・膵臓の
機能、栄養と代謝、呼吸（喚起、外呼吸、ガス運搬、内呼吸）、心
臓（刺激伝導路系、心電図）、循環器（血圧、末梢循環）、泌尿器
系（腎臓の機能、排尿）、体温調整（水分、電解質、phの調節）、
体温調節、生体防御機能について学習する。

人体機能学実習

授業目標は、血液、内分泌系、生殖系、感覚器、中枢神経系、筋生
理について理解することである。授業内容として、血液（造血、止
血、凝固）、内分泌機能（ホルモンの種類と作用機序）、生殖器
（男性、女性）、神経細胞の構造と機能、感覚器系（体性感覚、内
蔵感覚、特殊感覚）、筋（筋収縮のメカニズム、筋電図）について
学習する。

運動学Ⅰ

授業内容は、四肢・体幹の解剖学を基本として、　身体各部の構造
と機能に応じた運動について理解することである。内容としては、
脊柱・股関節・膝関節・足関節・肩関節・肘関節・手関節と主部の
構造および筋活動と動き、胸郭運動と呼吸について学習する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

運動学Ⅱ

授業目標は、人の身体運動の力（モーメント）と言ったバイオメカ
ニクスに関する知識および、モーメントとの釣り合いとその力学的
分析から身体運動の理解を深めることである。授業内容として、
バイオメカニクスの基礎知識として、滑車、ベクトル、時間、速
度、関節モーメント、重心、仕事、運動連鎖、立ち上がり動作と
モーメント、正常歩行の基礎知識、歩行時の床反力と関節モーメン
ト、歩行時の筋活動などについて学習する。

運動学実習

授業目標は、運動学で学んだことを基盤として、正常な姿勢や運動
を観察し、運動学的視点から運動障害分析能力を養い、評価から治
療に至る仮説検証過程を理解することである。内容としては、姿勢
観察と分析、姿勢の評価、肩甲帯・上肢の観察と分析、骨盤・下肢
の観察と分析、寝返り、起き上がりの運動観察と分析、立ち上がり
の運動観察と分析、歩行の運動観察と分析、姿勢や歩行に見られる
異常姿勢と運動分析について学習する。

人間発達学

人の一生を「生涯発達」の視点で捉え、誕生から乳幼児期、児童
期、青年期、成人期、老年期を経て、　生涯を終える過程で生じる
生理的（身体・運動）、心理的発達について学習する。これによ
り、人の支援　に関わる専門家が習得すべき人間行動理解の基礎を
形成することを目的とする。

病理学

授業目標は、疾患と症状の意義と分類、病因となる内因と外因を踏
まえ、退行性病変、循環障害、進行性病変、炎症、免疫疾患、アレ
ルギー疾患、腫瘍、先天性異常などに含まれる主要疾患について理
解することである。具体的に疾患の原因、経過、本能、他疾患との
鑑別、治療効果などについて、細胞、組織、臓器などの形態の変化
から学習する。

内科学

医療に携わるにあたり、内科疾患の基本知識は必要不可欠である。
授業目標は内科の診断法、検査、循環器・呼吸器・消化器といった
主要な疾患について知識を修得することである。内容としては診断
法、身体診察、バイタルサインなどの診断学、循環器・呼吸器・消
化器などの主要兆候とその検査、遺伝子異常・染色体異常・老化・
主要などの病態、呼吸器疾患の兆候と診断、　循環器疾患の症候と
診断、消化器疾患の症候と診断などについて学習する。

神経内科学I

授業目標は、神経内科疾患とその治療について理解することであ
る。授業内容として、神経症候群の概要や主要な神経疾患である脳
卒中、パーキンソン病などの神経疾患、筋ジストロフィーなどの筋
疾患、難病など、リハビリテーションの対象になることの多い疾患
について、病態、病理、症状、治療、予後について学習する。

神経内科学Ⅱ

授業目標は、脳神経疾患とその治療について理解することである。
具体的には、脳腫瘍、脳血管障害、頭部外傷、中枢神経系の奇形、
水頭症、脊髄・脊椎腫瘍など、リハビリテーションの対象となるこ
との多い疾患について、　診断と治療法の概要やその経過について
学習する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

整形外科学Ⅰ

授業目標は、リハビリテーションの対象となる整形外科疾患の病
態、診断と治療について理解することである。整形外科学Ⅰの内容
は、整形外科の対象疾患と診断、総論および、各論として関節リウ
マチ、慢性関節疾患、循環障害、骨粗鬆症などの代謝性骨疾患、骨
腫瘍、整形外科的神経疾患などの病態と診断・治療について学習す
る。また、治療については保存的なものから手術を中心とした外科
的療法まで多岐にわたることから、基本的な考え方やその特殊性を
理解できるように学習する。

整形外科学Ⅱ

授業目標は、整形外科学Ⅰで修得した整形外科の基礎知識をもと
に、部位別疾患と外傷学について理解を深め、その病態理解に必要
な解剖やバイオメカニクス、診断と治療について理解することであ
る。授業内容として、手と手関節、頸椎と胸椎・腰椎、股関節、膝
関節、足関節などの各部の機能解剖と病態、その診断と治療につい
て学習する。また、外傷や軟部組織損傷、骨折や脱臼などの病態と
診断・治療について学習する。

小児科学

小児のリハビリテーションを行う上で、理学療法士・作業療法士に
必要な小児神経学および小児科学関連領域の基礎を 学習する。ま
た、リハビリテーションの際に理学療法士・作業療法士が理解すべ
き小児科疾患を概説する。

臨床心理学

授業目標は、心と体、心と生活、心と対人関係の繋がりを考察し、
心理的問題のアセスメントと治療的アプローチについて学習するこ
とである。内容として、臨床心理学の位置づけ、定義、概念、心理
規制、対象疾患等について学んだあと、心理検査、心理療法を中心
に臨床現場での心理学手法について学習する。

精神医学

授業目標は、臨床に必要となる精神医学の基礎知識を理解すること
である。総論では、診断基準、精神疾患の分類、用語の定義を中心
に理解を進める。各論では、疾患別に疫学から治療宅物療法につい
て理解を進める。また、実際の臨床現場での事例をとおして、精神
科領域でのケアマネジメントの理解を進める。

臨床薬理学

授業目標は、薬剤の目的、効能、使用方法、禁忌事項などについて
理解することである。具体的には、薬剤の使用目的については、疾
患の原因を取り除く原因療法、体内に欠乏する物質を補う補充療
法、ワクチンなどのような予防接種等について学習する。また、　
高血圧、糖尿病、精神病など、リハビリテーションの対象となる疾
患のための楽物については、訓練との関係から禁忌事項などについ
ても学習する。

臨床栄養学

栄養は健康の保持・増進に密接に関わり、その過不足やバランスの
偏りは疾病を引き起こす要因となる。高齢者や疾病者および障害者
においても、治療やリハビリテーションの効果を最大限に発揮する
ためには個々人の状態に合わせた栄養状態を整える必要がある。栄
養学では医療現場での栄養療法を理解するために必要な栄養学の基
礎知識を習得することを目標とする。授業内容は、栄養状態の評価
と判定、糖質・脂質・タンパク質の三大栄養素と代謝、栄養素の消
化と吸収、栄養ケアマネジメント、ライフサイクルと栄養、健康づ
くりと食品・食事・食生活などについてを学習する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

予防医学

現在の日本では、ライフスタイルの変化、高齢化、ストレス過剰、
環境汚染などを背景として生活習慣病や心の病が増加している。予
防医学は、健康維持・増進や疾病の発症・再発の予防に向けて、そ
の考え方や知識、方法や施策について理解を深めることを目標とす
る。授業内容として、健康増進と予防医学の概念、健康問題と施
策、高齢化社会と介護予防、生活習慣と予防、運動と予防、ストレ
スとメンタルヘルスなどを学習する。

救急援助論

授業目標は、医療に関わる職種として生命を脅かす病態の兆候を示
す患者への医学的な初期対処法を理解し実施できることである。授
業内容として、普通救命の基礎、救急医療を必要とする疾患とその
兆候、ショックや意識消失時などの生体反応と対応、死に直結する
疾患とその兆候、整形外科領域の病態と初期対応などについて学習
する。

臨床・画像診断学

理学療法士・作業療法士にとって臨床現場で必要となる主な対象疾
患・外傷のX-P、CT、MRIなどの画像について、読影の基本を学び、
正常像と異常像の違いや各画像の見方・読み方などを理解し、対象
患者の病変・損傷部位とその性質や症状との関連性を理解できる能
力を養う。

リハビリテーション概論

授業目標は、リハビリテーション概念と流れの理解、障害モデルの
理解、関係職種の役割の理解とする。授業内容はリハビリテーショ
ンの概念をもとに健康と障害についてを教示し、特にICIDHやICFと
いった障害モデルについて理解を深める。また、医療チームとして
の関連職種を知ることでリハビリテーションの全体像を把握してい
く内容や最新のリハビリテーションの紹介をする。

社会福祉学

授業目標は、社会福祉に関する基本的知識の獲得である。前半は講
義を中心とし基本的知識（歴史、理念、法体系、社会資源、その
他）をテーマとする。後半はグループワークを用い、各グループで
関心のある社会福祉のテーマを決め、そのプレゼンをすることで理
解を深める。

チーム医療論

授業目標は、多職種で協働し連携していくために必要なチームワー
クの基礎を学習する。そのために、第一に人と人が協働して物事を
達成することの基本を学ぶ。次に、保健医療の歴史と現状を概観す
ることを通じて、協働や連携がどのような過程で発展してきたかに
ついて理解を深める。また、医療福祉現場で起こりうる連携の問題
を身近な例を通して理解できるようにする。

地域包括ケア論

現在、日本は人口の減少と少子高齢化が進む中で、住み慣れた地域
で医療と福祉サービスが提供される地域包括ケアシステムの構築が
課題となっている。地域包括ケア論では、その地域包括ケアシステ
ムの制度や地域の現状と課題の理解を深め実践の在り方について理
解することを授業目標とする。授業内容として、現在の日本や地域
社会の現状、地域包括ケアシステムの概念と制度、地域包括ケアを
支える専門職と地域住民の役割、地域包括ケアセンターの機能と役
割、各地の地域包括ケアシステムの現状と課題、事例を通して地域
ケア包括システムの構築に向けた方法を学習する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

地域環境活動演習

授業目標は、地域で行われる活動に対して理学療法士の観点から支
援方法の検討する。地域には、さまざまな活動が身近にあり、自治
団体などの活動方法やボランティア活動も注目されており、自分の
人生を豊かにするだけでなく、活力ある地域づくりにもつながる。
その方法を演習形式で議論し、様々な問題に対しての解決方法を模
索する。

地域包括ケア演習

授業目標は、和歌山市で行われている自立支援について理解するこ
とにある。和歌山市では、自立支援を独自の定義化を行い、様々な
取組を行っている。その取組に対して理学療法士の専門性を生かし
た支援を体験する。また、企画において学生らしい発想を持って新
たな支援方法を検討してほしい。

トータルヘルスプロモーション

授業目標は、働く人すべてを対象にした「心とからだの健康づくり
運動」を理解することにある。専門職としてトータルヘルスプロ
モーションにどれだけ関与できるか、厚生労働省が策定した指針に
沿って学習する。また、授業後半は身体面の管理だけでなく、働く
場としての人員不足などの管理体制や日本の企業でおかれている
様々な問題点にも踏み込んだ内容でグループディスカッションを行
う。

理学療法概論

授業目標は、理学療法の対象、目的、役割などの理解を深め、理学
療法の目指すものを正しく理解することである。また、作業療法実
施過程や理論を知り、各領域の作業療法を理解することである。授
業内容として、作業療法の定義や理念、作業療法の捉えている理学
療法とは何か、対象や働く場所、人の健康の捉え方(ICF)、社会状
況や法・制度、他職種連携について学習する。

基礎理学療法学Ⅰ

授業目標は、理学療法の歴史や、理学療法士の活動と役割を理解す
ること理学療法における基礎的な構成要素を理解できることとす
る。授業内容は歴史を通し、現在のあるべき理学療法像の言及すべ
く分析を行ない、レポートにて考察することで理解を含めていく。

基礎理学療法学Ⅱ

授業目標は、理学療法における基礎的な構成要素を理解できること
とする。授業内容は、評価から治療に至るまでの課程や、チーム医
療の役割について理解を深めていくことである。

理学療法研究論

近年の医療界の潮流として科学的根拠に基づく理学療法の実践が重
要視され、保険算定の中でも世界的に根拠のない治療は算定外と
なったり減算となったりしてきている。本講義では理学療法の科学
的検証を行うことを目標とし、研究の総論に始まり研究計画の立案
から統計学的分析手法の選択、研究の実施、論文の書き方までを実
践することで学修する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

臨床理学療法学

授業目標は、理学療法の臨床において、発症時のエピソードとその
後の経過、現在の症状と理学療法検査・測定結果を統合し解釈して
臨床推論を行い、問題点の解決に向けて、目標設定、プロブラムの
立案を行う、理学療法評価のプロセスを有痛疾患のケーススタ
ディーを通して学ぶ。授業内容はそれぞれのケースにおける評価か
ら治療までの課程を考案し、ゴール設定を各グループでまとめ発表
し理解を深める。

理学療法臨床診断学

理学療法士において、「診断」という言葉は通常使われるものでは
ない。しかし、医師が行う診断とはちがい、対象者の「生活機能」
についてどのような状態であるかを判断し、そこから治療方針を策
定する必要が臨床では多々ある。血液検査、レントゲン・CT・MRI
などの読み取り、整形外科テストから損傷の有無を判断する。バラ
ンス能力などの観察技術の経験し学習する。「生活機能診断」を行
うために必要な知識と技術の習得を目指す。

医療関連法規

医療サービスは、国民の生命や健康に直接影響を与えるサービスで
あるとともに、多くの国家財源が投入されている非常に公共性の高
いサービスであることから、様々な法律による規制が行われてお
り、これらの法規制を無視して、医療サービスを提供することはで
きない。そこで本講義では、わが国の医療サービスに係る法律につ
いて解説するとともに、近年、医療分野で問題となっている法律問
題について考えていく。

理学療法管理学

理学療法部門の管理運営及び理学療法士としての人材像を理解する
ことを目的とする。具体的には、理学療法部門の人事・予算・物
品･部門開設などの管理運営に関する事項について学習し、また、
臨床の現場で理学療法士に求められる高い倫理観や生涯学習の必要
性について、日本理学療法士協会の倫理規定などに沿って学習す
る。

理学療法評価学総論Ⅰ

理学療法における評価の目的とその具体的な検査方法について理解
し実施できるようにする。具体的には、理学療法評価の方法、病歴
のとり方、形態測定、関節可動域測定(ROM-T)、徒手筋力テスト
(MMT)について決められている方法通りに施行し、代償運動等に注
意して正確にできるようにすることである。

理学療法評価学総論Ⅱ

理学療法における評価の目的とその具体的な検査方法について理解
し実施できるようにする。具体的には、整形外科的検査、知覚検
査、反射検査、協調性検査、筋トーヌス検査、片麻痺運動機能検
査、高次脳機能検査、SIAS(Stroke Impairment Assessment Set)、
FIM(Functinal Independence Measure)等を決められている方法通
りに施行し、代償運動等に注意して正確にできるようにすることを
学ぶ。

身体機能評価学実習Ⅰ

授業目標は、身体運動について、重力や加速度、モーメントやてこ
の原理など力学的に理解し、基本動作（寝返り、起き上がり、立ち
上がり、立位、歩行）の分析に利用できる重心動揺計、ビデオカメ
ラや筋電図装置など各種の計測機器とその測定方法について使用例
を提示し、客観的な動作観察・分析の方法について学ぶ。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

身体機能評価学実習Ⅱ

授業目標は、基本動作（寝返り、起き上がり、立ち上がり、立位、
歩行）の各動作において、理解を深める。授業内容は、正常の寝返
り、起き上がり、立ち上がり、立位、歩行の観察、姿勢・動作・行
為の観察視点と分析などについて学習する。三次元動作解析装置を
用いた動作分析を学ぶ。

理学療法評価学実習Ⅰ

授業目標は、脳血管疾患患者を中心とした基本動作（寝返り、起き
上がり、立ち上がり、立位、歩行）の各動作において、理解を深め
る。 授業内容は、疾患別の寝返り、起き上がり、立ち上がり、立
位、歩行の観察、姿勢・動作・行為の観察視点と分析など特徴の理
解を深め学習する。4年次の理学療法総合臨床実習の前後に実施す
る客観的臨床能力試験（OSCE)の説明を行い、臨床的な評価の練習
ができるようにする。

理学療法評価学実習Ⅱ

授業目標は、整形外科疾患患者を中心とした基本動作（寝返り、起
き上がり、立ち上がり、立位、歩行）の各動作において、理解を深
める。 授業内容は、疾患別の寝返り、起き上がり、立ち上がり、
立位、歩行の観察、姿勢・動作・行為の観察視点と分析など特徴の
理解を深め学習する。4年次の理学療法総合臨床実習の前後に実施
する客観的臨床能力試験（OSCE)の説明を行い、臨床的な評価の練
習ができるようにする。

応用評価学演習

授業目標は、3年次までに修得した評価法とともに海外で用いられ
る評価法も取り入れ、さらに患者の状態の理解を把握する。各種検
査の注意点を理解し、学生同士で正確に実施する。その他、臨床場
面を意識して、ペーパーペイシェントを用いた演習で障害構造につ
いて演習を行う。必要に応じてグループ学習を行い、他者との関わ
りの中で思考を深める。4年次の理学療法総合臨床実習の前後に実
施する客観的臨床能力試験（OSCE)の説明を行う。

運動療法学

授業目標は、整形疾患や脊髄損傷による生活障害を持った人への理
学療法を説明できることおよび、疾患の理解をし、評価と治療の構
造を説明できることとする。授業では各種疾患の理解を、その病態
像に応じた評価方法論を教示するとともに、治療実施に至る思考プ
ロセスを提示し理解を促すことを中心に授業展開を行なう。また、
治療方法論では臨床で用いられやすい方法論、最新知見に基づいた
方法論を説明していく。

運動療法学実習Ⅰ

授業目標は、臨床現場で多く経験する、異常歩行の病態と分類、脳
卒中片麻痺患者、パーキンソン病、運動失調、変形性関節疾患、バ
ランス障害、呼吸障害、高齢者の運動障害の病態・運動の分析につ
いて理解できるように演習を行う。

運動療法学実習Ⅱ

授業目標は、エビデンスを踏まえた筋力トレーニングの基礎知識を
理解し、各疾患への応用を図り知識を深めることである。授業内容
は、筋力トレーニングに関して知識を深め実技を通して理学療法の
治療技術を学習する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

物理療法学実習

物理療法に関連した痛みの生理学と病理学、物理的刺激が生体にあ
たえる影響について、エビデンスを学習しながら、ホットパック、
寒冷療法、超短波療法、極超短波療法、超音波療法、光線療法、電
気刺激療法、振動刺激療法等の各種治療技術の解説、実習を行う。
臨床での様々な対象者に応じた治療手段の選択・物理療法実践を目
標とする。

義肢装具学Ⅰ

授業目標は、上肢・下肢の解剖と運動機能の知識を再確認し、切断
と義肢に関する基礎知識を理解する。また、切断者の評価・治療･
生活指導にわたる理学療法が行えるように学習する。授業内容は講
義を中心に理解を深める。

義肢装具学Ⅱ

授業目標は装具の種類とその構造、目的と適応を理解し、適合判定
や理学療法の中で有効的に活用できるための知識と技術を学ぶ。、
理解を深める。授業内容は講義を中心に理解を深める。

運動器障害理学療法学実習

授業目標は、部位別の運動器障害の理学療法を実施するために必要
な検査、評価、治療技能を身につける。授業内容は、筋骨格系に生
じる障害の捉え方（評価）、その原因特定までの分析過程、原因を
取り除くための介入手技について実習および演習を通じて学習す
る。

スポーツ障害理学療法学実習

授業目標は、スポーツ理学療法について理解する、医療現場からス
ポーツ競技復帰などについて理解する。競技特性を考慮したリハビ
リテーションプログラムの作成ができるようになる。授業内容は実
技を交え理解を深める。

発達障害理学療法学実習

授業目標は、脳の障害を中心に特に子供の特徴である発達が障害を
持って異常な発達となる。そのために、脳の障害によりその障害に
も特徴があることを学ぶ。治療により正常な発達に近づけるにはど
ういう視点が必要か学ぶ。授業内容は実技を踏まえて理解を深め
る。

中枢神経障害理学療法学実習

中枢神経障害に対する理学療法は中枢神経解剖と神経生理、中枢神
経障害の基礎知識、最新の内科的・外科的治療、画像データの分析
などをふまえて病態を理解する必要がある。また、早期離床や課題
特異的訓練等、最新の治療法にも精通する必要もある。本講義では
前半に理論を後半に実習を行い、中枢神経障害患者に対する理学療
法の理論と技術について学ぶ。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

神経筋疾患障害理学療法学実習

理学療法の対象となる神経・筋疾患の病態や症状を踏まえた疾患に
対する評価、治療、効果判定について学習・実技練習を行う。障が
い像を把握をするための思考展開の方法を学習する。将来にわたっ
て、科学的なアプローチで患者の疾患や病態・障害を理解できるた
めに常に医学や医療技術の発展に関心を持てるようになることを目
標とする。

内部障害系理学療法学実習

授業目標は、内部障害における治療の流れを理解し、理学療法士と
しての仕事について把握する。授業内容は、ゴール設定、治療方
法、リスク管理、予後予測等の理学療法士としての知識・技術の習
得を中心に実技を行う。

系統別・治療手技演習

授業目標は、理学療法における重要な治療手技（マニュアルセラ
ピー）を実施するために各系統別・治療手技を理解し、解剖学、生
理学、運動学などの知識をもとに症候に適した治療手技を選択し、
実施できることである。授業内容としては、1．各治療手技の基礎
理論を理解し、説明することができる。2．骨・筋・軟部組織を触
診し、各種治療手技をもちいて基礎的な評価・実践ができることで
ある。

日常生活活動学

日常生活活動、疾患、症状と日常生活活動の基礎知識について理解
し、標準化されたADL検査を実施できること、ICFの概念に基づき日
常生活障害に影響する様々な要因を理解し解決策を説明できるよう
になることである。ADLの標準化された評価法である Functional 
Independence Mesure（FIM)、Barthel Index（BI)など）の習得と
臨床の評価に必要なADLの観察方法、基本的能力や環境との関連性
を考慮した介助・指導方法を学ぶ。

日常生活活動学実習

理学療法の臨床における代表疾患において、動作の模倣を通じ障害
の特徴を説明する。さらに、補助誘導方法の教示により、疾患別運
動療法実践の糸口をつかむ。車いす、杖などの福祉用具その他自助
具につき、疾患に適応した使用方法および指導方法を説明する。

生活環境学実習

医療機関退院後もリハビリテーションが必要な対象者への支援は、
医学的側面だけではなく、「生活者」の視点に立った個別的アプ
ローチが必要である。理学療法士の役割をより深く学ぶため、QOL
の向上を目指した「オーダーメイド」プランの作成や住宅改修・環
境面に対するアプローチについての知識を習得する。

障害者スポーツ演習

障害者スポーツについて、実技演習を交えて学ぶ。障がい者スポー
ツの意義と理念を理解し、身体障害、知的障害、精神障害とスポー
ツについて理解を深めるとともに、日本国内に
おける障がい者スポーツの現状と指導者育成制度について学ぶ。ま
た、障害に応じたスポーツの工夫や、障害者スポーツ指導者につい
て理解する。初めてスポーツを行う方に対して、スポーツの喜びや
楽しさを重視したスポーツの導入を支援できるような知識と技術を
身につける。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

応用物理療法学演習

疼痛・遅発性筋痛・褥瘡・痙縮抑制・脳血管障害患者の可塑性の促
通やパーキンソン病の前傾姿勢、脳血管障害の半側空間失認に対す
る電気刺激法などの最新の物理療法について理論背景から学び、臨
床実践ができるよう実技を行う。

専門手技療法学演習

授業目標は、機能解剖学からみた関節および筋の治療法を用い、手
技技術の向上を目指すものとする。立位姿勢。歩行姿勢など身体に
おける症状の把握を行い、問題点の列挙、検査測定ののち、手技を
用いた、治療法立案とする。仮想の患者を想定し、ディスカッショ
ン後に指導する。

高次脳機能障害の治療法

授業目標は、作業療法士・理学療法士が知っておく必要がある高次
脳機能障害のスクリーニング検査や理学療法中の注意事項やアプ
ローチ方法などを講義やグループワークで学ぶことである。特に高
次脳機能障害について、病巣や症状を理解することができるように
する。

認知症の理解とその支援

授業目標は、認知症の疫学やその分類、症状と、認知症の人を取り
巻く社会背景を理解することにより、認知症の人のその人らしさを
尊重した専門職としての支援方法を考える力と態度を養うことであ
る。

レクリエーション活動演習

授業目標は、レクリエーションの対象・効果を理解し、病状の軽減
や活動量の増加を目指す内容、すなわちリハビリテーションに通じ
るように用いる技術を体得することである。レクリエーションの種
類、内容の紹介から始まり、対象者に応じて実施できるよう演習す
る。

地域理学療法学Ⅰ

地域で生活している高齢者・障害者・障害児の生活自立支援に向け
て、地域リハビリテーションの意義や社会資源・他職種連携・関係
各所の連携等を中心に学習する。また障害予防や介護予防、介護制
度の利用や福祉用具の算定についても幅広く学ぶ。

地域理学療法学Ⅱ

本講義では地域で生活している高齢者・障害者・障害児の生活自立
支援に向けて、訪問理学療法・通所理学療法の実際を写真や動画で
学習し、地域における理学療法のあり方を社会資源、介護老人保健
施設、認知症高齢者等のキーワードに基づいて事例検討を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

地
域
理
学
療
法
学

地域理学療法学実習

本講義では、地域理学療法で学習した内容をふまえ、施設や地域活
動の現場見学等を通して地域で生活を送る障害者の現状を知ること
を目的とする。
主に福祉用具展示施設の見学実習や地域で活動する理学療法士に帯
同し、介護保険サービスのあり方や各種福祉用具の用途、環境整備
の提供方法を理解する。

理学療法見学実習

医療人としての接遇・態度を身につけること、そして理学療法の対
象となる人や疾患像を明確にすること、理学療法における施設特性
を理解することである。実習内容は、臨床実習指導者の指導の下
で、理学療法過程と対象者の関わり方を見学する。また、その施設
の関連職種の業務や患者・利用者への関わり方の違いやチームアプ
ローチについて理解する。その経験内容は日々の課題として蓄積し
ていくように進める。

理学療法体験実習

学内外で学んだ内容を活かし、臨床実習指導者の指導の下で、見学
と対象者との会話等においての体験を行う。また、チームの一員と
して問診、授業で履修している理学療法評価を共同参加により理学
療法過程を体験する。その経験内容は日々の課題として蓄積してい
くように進める。その内の1週間は、通所リハビリテーション又は
訪問リハビリテーションにおいて行う。

理学療法評価実習

学内で学んだ理学療法評価とその考え方をベースにし、理学療法に
おける臨床思考過程を学ぶ。特に、理学療法評価における目標設定
や治療プログラムの立案にあたっては、臨床実習指導者の思考過程
を具体的に提示してもらい理解を進める。実習内容は、臨床実習指
導者の指導の下で『見学』『協同参加』『監視』の各レベルにおい
て、チームの一員として理学療法過程を体験する。また、その経験
内容は日々の課題として蓄積していくように進める。

理学療法総合臨床実習

8週間2ヵ所の臨実習施設において総合臨床実習を行う。これまでの
実習を踏まえた理学療法の臨床思考過程と実践方法を診療チームの
一員として学ぶ。実習内容は、臨床実習指導者の指導の下で『見
学』『協同参加』『監視』の各レベルにおいて、チームの一員とし
て一部理学療法過程を体験する。また、その経験内容は日々の課題
として蓄積していくように進める。

作業療法概論

作業療法の歴史とパラダイムの変遷について理解を深め、作業療法
の目的を正しく理解する。また、それらを踏まえた上で、人の健康
の捉え方、作業についての知識の基礎と作業療法の理論を学ぶ。授
業内容として、作業療法の定義や理論、作業の意味や作業を通した
人の捉え方、社会状況や法・制度、他職種連携、作業療法の過程と
身体障害、精神障害、老年期、発達障害の各領域の対象者と、急性
期から生活期までの実際等を学習する。

基礎作業学

授業目標は、作業活動における基礎的な構成要素を理解できること
とする。授業内容は、人が作業を行うことによる、環境からの影
響、身体機能や精神機能からの影響や関係性について理解を深めて
いくことである。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

作業療法研究論

授業目標は、臨床家となってから作業療法研究ができるための研究
手法（質的、量的研究）の基本的な手続きを学ぶことである。特に
臨床研究で必ず取り組む事例報告書の手続きを学び、実際に臨床実
習で経験した事例についてまとめる演習を行なう。形式は、日本作
業療法士協会の事例登録制度のフォームを用いる。最終的に事例発
表会を行う

基礎作業学実習Ⅰ

授業目標は、手工芸を中心とした作業を行うことで、生活の中での
作業の持つ意味を理解し、様々な作業活動の行程、特徴、工夫点な
ど作業療法の視点で作業活動を知ることができるようになること、
様々な作業活動を通して、作業活動の分析の基礎を身につけ、作業
活動の活用の視点を知ることを目標とする。授業内容は、作業活動
のうち革細工、マクラメなどの作業活動を用いて作業遂行要素に関
する作業分析を行ない、レポートにて考察することで理解を含めて
いく。

基礎作業学実習Ⅱ

作業療法の治療として多く用いられる作業活動種目について、治療
的視点を持ちながら、対象者が手順や方法を理解し遂行できるよう
な指導ができるようになることである。
授業方法は、木工、モザイクなどの作業種目を提示し、グループに
て作品を完成させる中で行程分析を行い作業種目の治療的視点、他
者に指導できる教授方法を検討し、レポートにまとめていき、実際
に他者に教授するまでをおこなう。

医療関連法規

作業療法はクライエント中心であり，作業を通した健康と安寧の促
進に関心をもつ．作業療法の中核は，意味があり文化的関連のある
作業を，人々が選択して参加できるようになることであり，これは
作業療法士に倫理的自覚を強く要請するものである．そのため本講
義では倫理的行動の一般的標準に加えて，作業療法専門の哲学的基
盤から生じる倫理の独自の形態を学ぶ．

作業療法管理学

授業目標は、より質の高い作業療法を提供するため、保健、医療、
福祉に関する制度（医療保険、介護保険制度など）を理解するこ
と、および、組織運営に関するマネジメント能力を養うことであ
る。日本作業療法士協会の白書やガイドラインを用いて、職場環境
がイメージできるように講義を行う。

作業療法評価学総論Ⅰ

授業目標は、分野を超え、作業療法における評価の流れや評価の重
要性について理解を深めることである。
授業内容は、作業療法評価の目的と意義、評価の過程、各分野で必
要な作業療法評価の基本的な知識を深める。

作業療法評価学総論Ⅱ

授業目標は、分野を超え、作業療法における評価の流れや評価の重
要性について理解を深めることである。
授業内容は、作業療法評価の目的と意義、評価の過程、各分野で必
要な作業療法評価の基本的な知識を深める。作業療法評価の分析解
釈方法を病気別に理解する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

作業療法評価学実習

作業療法で用いられる基本的な技術が修得できることとする。内容
として、作業療法場面における面接や観察、オリエンテーションを
含めた各検査測定の方法について教員の実演を通してモデル提示を
行なう。一定時間の実技練習と指導を重ね、臨床実習に向けてスキ
ルを確認し、加えて自ら学ぶ姿勢も身につけていく。臨床実習の前
後に実施する客観的臨床能力試験（OSCE：Objective Structured 
Clinical Examination）についての説明を行なう。

作業療法評価学Ⅰ

講義の目標は、作業療法における検査測定の基礎知識と方法の理
解、各検査測定の目的や意義を説明でき、検査測定を実施できるこ
とである。評価学Ⅰでは身体構造に関連する検査を中心について学
ぶ。
授業内容は、作業療法の評価における各検査を体験を通して理解を
深めていく。実技を通して基本的な技法を学んだ内容を小テストや
実技テストを通して確実に知識・技術が身に付いていることを確認
しながら進めていく。

作業療法評価学Ⅱ

講義の目標は、作業療法における検査測定の基礎知識と方法の理
解、各検査測定の目的や意義を説明でき、検査測定を実施できるこ
とである評価学Ⅱでは身体機能に関連する検査を中心について学
ぶ。。
授業内容は、作業療法の評価における各検査を体験を通して理解を
深めていく。実技を通して基本的な技法を学んだ内容を小テストや
実技テストを通して確実に知識・技術が身に付いていることを確認
しながら進めていく。

応用評価学演習

授業目標は、3年次までに修得した評価法とともに海外で用いられ
る評価法も取り入れ、さらに患者の状態の理解を把握する。各種検
査の注意点を理解し，学生同士で正確に実施する。その他，臨床場
面を意識して，ペーパーペイシェントを用いた演習で障害構造につ
いて演習を行う。必要に応じてグループ学習を行い，他者との関わ
りの中で思考を深める。4年次の理学療法総合臨床実習の前後に実
施する客観的臨床能力試験（OSCE)の説明を行う。

身体障害作業療法学Ⅰ

授業目標は、脳血管障害による生活障害を持った人への作業療法を
説明できることおよび、疾患の理解をし、評価と治療の構造を説明
できることとする。授業では各種疾患の理解を、その病態像に応じ
た評価方法論を教示するとともに、治療実施に至る思考プロセスを
提示し理解を促すことを中心に授業展開を行なう。また、治療方法
論では臨床で用いられやすい方法論、最新知見に基づいた方法を学
ぶ。

身体障害作業療法学Ⅱ

高次脳機能障害のメカニズムの理解および、基礎的な評価方法と治
療について説明できることとする。授業内容は、注意障害、遂行機
能障害、失行症、失認症、半側空間無視、失語症を中心として症状
発現に関するメカニズムと評価治療について講義を進めていく。ま
た、脳血管障害から起こる生活障害についてICFを用いて理解し、
治療プログラムの立案までの一連のプロセス理解を促す。実際の症
状と日常生活への影響の理解を促すために動画媒体を用いて授業を
進めていく。

身体障害作業療法学実習Ⅰ

授業目標は、整形疾患や脊髄損傷による生活障害を持った人への作
業療法を説明できることおよび、疾患の理解をし、評価と治療の構
造を説明できることとする。授業では各種疾患の理解を、その病態
像に応じた評価方法論を教示するとともに、治療実施に至る思考プ
ロセスを提示し理解を促すことを中心に授業展開を行なう。また、
治療方法論では臨床で用いられやすい方法論、最新知見に基づいた
方法論を説明していく。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

身体障害作業療法学実習Ⅱ

授業目標は内部疾患や難病などの各障害におけるメカニズムの理解
および、基礎的な評価方法と治療について説明できることとする。
授業内容は、特定疾患、呼吸器疾患、循環器疾患、代謝性疾患、悪
性新生物の基礎知識とリスク管理、作業療法介入について学習をす
る。また、喀痰吸引についても実技を通して学習する。

作業療法義肢装具学

授業目標は、義肢道具の種類や構造や機能の理解、対象者への適合
判定、臨床に必要な解析力などの知識を深めることである。授業内
容は、義手、義足の適応疾患、上肢装具、下肢装具、体幹装具につ
いて、義肢装具と日常生活との関連性の講義および、スプリントの
作成を行なう。

福祉用具学

授業目標は、①福祉用具や住宅改修に関わる社会制度を知る、②作
業療法士の役割を理解する、③各福祉用具の特徴を理解し、障害に
合わせた福祉用具の選定、適応ができるようになる、④住宅環境整
備において家屋評価、製図、改修案が立案できることである。授業
内容は、起居、移乗、移動、食事、整容、排泄、入浴、更衣、家事
動作、コミュニケーション、環境制御装置などの福祉用具につい
て、障害や疾患に対応させながら講義、演習を行なっていく。

発達障害作業療法学Ⅰ

発達障害領域の脳性麻痺を中心に障害特性、発達特性、家族支援や
作業療法過程とその評価と治療・支援などを理解する。授業内容
は、脳性麻痺の概要と類型別特徴、痙直型四肢麻痺、痙直型両麻
痺、痙直型片麻痺、アテトーゼ型、失調型、混合型の特徴と評価、
治療支援について、重症心身障害児（者）の概要とその評価と治療
支援などについて学習する。

発達障害作業療法学Ⅱ

発達障害領域の知的障害や自閉スペクトラム症などの障害特性、発
達特性とその作業療法評価と治療・支援について理解する。内容と
しては，知的障害、自閉スペクトラム症、注意欠陥多動性障害、学
習障害などの特徴とその評価やライフステージに合わせた治療支
援、感覚統合障害の評価と治療支援について学習する。

精神障害作業療法学Ⅰ

授業目標は、精神障害に対する作業療法評価から治療計画の立案を
理解すること、作業療法の対象となる精神疾患について理解し、作
業療法治療援助の知識を習得することである。授業内容は作業療法
の基本構造、評価プロセスの学習、疾患別作業療法として統合失調
症、気分障害などを学習する。授業の中で実際に評価を体験し、
ICFを用いて統合と解釈の流れについて学ぶ。

精神障害作業療法学Ⅱ

授業目標は、精神障害に対する作業療法の治療目標と具体的な医療
計画立案について理解できるようになることである。作業療法の対
象となる精神疾患について理解を深め、作業療法治療援助を実践す
るための知識を修得することである。授業内容は、精神障害作業療
法学Ⅰで学んだ精神科作業療法の視点、治療、援助構造、評価につ
いて、事例を用いてその関連性を統合できるように理解を進める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

老年期障害作業療法学Ⅰ

①高齢者の現状、高齢社会到来の経緯と社会制度の変化を理解す
る、②加齢による高齢者の一般的特徴を理解する、③老年期に多い
各種障害・症状および一般的評価方法を理解する、④老年期に多い
各種疾患に対する作業療法の評価・介入方法を理解することであ
る。授業内容は、高齢社会到来の背景と高齢者の現状を述べ、老年
期障害の一般的特徴,生理機能の変化、高齢者に多い症候（転倒、
排尿障害、心疾患、肺疾患、認知症、パーキンソン症候群、廃用性
症候群など）を講義し、作業療法の評価と介入方法を教示する。

老年期障害作業療法学Ⅱ

授業目標は、認知症に対する病態理解、症状および一般的評価を理
解し、作業療法の介入方法を理解することができることである。授
業内容として、認知症に対する作業療法士の役割および形態、作業
療法プロセス（評価・統合と解釈・目標設定・目的とアプローチ、
実施方法）、作業療法治療理論、家族や多職種との連携について説
明を行なう。

日常生活活動学

①日常生活活動、疾患、症状と日常生活活動の基礎知識について理
解し、標準化されたADL検査を実施できること、②日常生活の支援
をするための治療的技術を選択できるようになること、③ICFの概
念に基づき日常生活障害に影響する様々な要因を理解し解決策を説
明できるようになることである。授業内容は、ADLの標準化された
評価法（Functional Independence Mesure、バーサルインデックス
など）の習得と臨床の評価に必要なADLの観察方法、基本的能力や
環境との関連性を考慮した分析を学ぶ。

日常生活活動学実習Ⅰ

日常生活活動の構成要素を理解できること、日常生活活動に関わる
作業療法評価と治療的介入について説明ができるようになることと
する。構成要素の理解では、食事・排泄・入浴・整容・更衣につい
て物理的特徴や文化的特徴、動作的特徴などに分類し、グループ
ワークを通して分析を進める。その分析内容は発表会を持って全体
に広めていく。

日常生活活動学実習Ⅱ

一般的な起居動作の動作分析ができることと、作業分析が理解でき
ることとする。授業内容では、作業療法独自の観察評価について理
解を進める。後に健常者や臨床の対象者動画を通じて数例の作業分
析を進めていく。また、２つ目の基本動作の分析では、寝返り、起
き上がり、　立ち上がり、歩行についての基本動作分析を行なう。
それぞれの動作に伴う分析ポイントを教示し、学生間の演習を通じ
てさらに理解を深めていく。その後、全体に共通の事例を提示し、
知識を用いながら分析を進めていく授業展開とする。

障害者スポーツ演習

障害者スポーツについて、実技演習を交えて学ぶ。障がい者スポー
ツの意義と理念を理解し、身体障害、知的障害、精神障害とスポー
ツについて理解を深めるとともに、日本国内に
おける障がい者スポーツの現状と指導者育成制度について学ぶ。ま
た、障害に応じたスポーツの工夫や、障害者スポーツ指導者につい
て理解する。初めてスポーツを行う方に対して、スポーツの喜びや
楽しさを重視したスポーツの導入を支援できるような知識と技術を
身につける。

高次脳機能障害の治療法

授業目標は、作業療法士・理学療法士が知っておく必要がある高次
脳機能障害のスクリーニング検査や理学療法中の注意事項やアプ
ローチ方法などを講義やグループワークで学ぶことである。特に高
次脳機能障害について、病巣や症状を理解することができるように
する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

認知症の理解とその支援

授業目標は、認知症の疫学やその分類、症状と、認知症の人を取り
巻く社会背景を理解することにより、認知症の人のその人らしさを
尊重した専門職としての支援方法を考える力と態度を養うことであ
る。

レクリエーション活動演習

授業目標は、レクリエーションの対象・効果を理解し、病状の軽減
や活動量の増加を目指す内容、すなわちリハビリてーションに通じ
るように用いる技術を体得することである。レクリエーションの種
類、内容の紹介から始まり、対象者に応じて実施できるよう演習す
る。

ハンドセラピー演習

授業目標は、ハンドセラピーに必要な基礎知識および技術を習得す
ることである。ハンドセラピーに関する基礎的な機能解剖などの知
識と技術について講義・演習・発表を通じて主体的に学習する。興
味を持った疾患、外傷に対するスプリント製作する。

専門手技療法学演習

授業目標は、機能解剖学からみた関節および筋の治療法を用い、手
技技術の向上を目指すものとする。立位姿勢。歩行姿勢など身体に
おける症状の把握を行い、問題点の列挙、検査測定ののち、手技を
用いた、治療法立案とする。仮想の患者を想定し、ディスカッショ
ン後に指導する。

地域作業療法学Ⅰ

①地域リハビリテーションの概念と歴史を理解する、②地域作業療
法に必要な様々な社会保障制度を理解する、③地域リハビリテー
ションにおける作業療法士の役割を理解する、④地域作業療法に必
要な疾患の知識、評価・介入の技術およびリスク管理を理解するこ
とである。
授業内容は、地域作業療法に必要な訪問リハビリテーション、住宅
改修の方法と制度、予防的施策とリハビリテーション職種の介入、
ケアマネジメントについて講義を行う。

地域作業療法学Ⅱ

地域活動実践者による講義を通して、身体障害者,精神障害者,発達
障害者および老年期障害者に対する多様な地域活動の実際と作業療
法(士)の役割を学ぶことである。
授業内容は、地域の様々な領域を総合的に学習し、地域における作
業療法の理解を進めることである。

地域作業療法学実習

授業目標は、地域活動実践者による講義を通して、身体障害者,精
神障害者,発達障害者および老年期障害者に対する多様な地域活動
の実際と作業療法(士)の役割を学ぶことである。授業内容は、地域
の様々な領域を総合的に学習し、地域における作業療法の理解を進
めることである。
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域
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

作業療法見学実習

医療人としての接遇・態度を身につけること、そして作業療法の対
象となる人や疾患像を明確にすること、作業療法における施設特性
を理解することである。実習内容は、臨床実習指導者の指導の下
で、作業療法過程と対象者の関わり方を見学する。また、その施設
の関連職種の業務や患者・利用者への関わり方の違いやチームアプ
ローチについて理解する。その経験内容は日々の課題として蓄積し
ていくように進める。

作業療法体験実習

学内外で学んだ内容を活かし、臨床実習指導者の指導の下で、見学
と対象者との会話等においての体験を行う。また、チームの一員と
して問診、授業で履修している作業療法評価を共同参加により作業
療法過程を体験する。その経験内容は日々の課題として蓄積してい
くように進める。その内の1週間は、通所リハビリテーション又は
訪問リハビリテーションにおいて行う（1単位）。

作業療法評価実習

学内で学んだ各種作業療法評価とその考え方をベースにし、臨床で
の作業療法評価の体験を通して、作業療法における臨床思考過程を
学ぶこととする。特に、作業療法評価後の目標設定や治療プログラ
ムの立案にあたっては臨床実習指導者の思考過程を具体的な教示を
提示してもらい理解を進める。実習内容は、臨床実習指導者の指導
の下で『見学』『協同参加』『監視』の各レベルにおいて、チーム
の一員として作業療法過程を体験する。また、その経験内容は日々
の課題として蓄積していくように進める。

作業療法総合臨床実習

8週間の臨実習施設2か所での作業療法支援の体験を通して、作業療
法の臨床思考過程と実践方法を診療チームの一員として学び、作業
療法評価の実施技能及し作業療法支援を検討できる。実習内容は、
臨床実習指導者の指導の下で『見学』『協同参加』『監視』の各レ
ベルにおいて、チームの一員として一部作業療法過程を体験する。
また、その経験内容は日々の課題として蓄積していくように進め
る。

ふるさと・紀州学

学習目標は現状の健康・福祉・医療について地域が直面する問題を
取り上げ、地域の理解を深める。地域創生を概念に持ち専門職とし
て何ができるかの探索を行い授業を展開する。授業内容はグループ
ワークでの課題解決に導けるよう組み立てる。

地域における健康支援を考える

健康寿命の延伸が社会的に問われる中で、地域における健康支援
（健康維持・増進、疾病・介護予防）の取り組みは、和歌山市の一
例として「チャレンジ健康わかやま」が掲げられている。また、介
護予防では、総合事業として民間委託やボランティア活動も含めて
実施されている。このような健康維持・増進、疾病予防、介護予防
の活動の現状を調査し、実際にボランティア等として参加すること
も含めて体験する。その中で、その課題を発見し解決策を考案しレ
ポートを作成する。

組織論

経済学を通して組織における仕事の分担の仕方、協働の仕方を研究
し、そのなかで管理の重要性を理解し、具体的方法について学修す
る。特に強制的な管理方法と配慮型の管理方法について理解を深
め、現場における応用力を高める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

地域活性企業論

地域活性化で注目を集めた地域の取り組みと、そのなかで企業はど
のようにして、その役割を果たしてきたかを検証する。地域の特性
を十分理解したうえで、具体的な地域活性の道を探り、自治体と企
業に提案していけるような人材の養成を行っていく。

リーダーシップ論

各々の領域において、関連分野の他職種と連携して問題解決や新た
な課題に取り組んでいくために、リーダーシップを発揮する機会が
ある。リーダーシップは社会生活において身近なテーマでありなが
ら、自ら行おうとすると複雑な人の心理や行動を科学することも必
要な深遠な要素を含んでいる。リーダーシップはその時代状況や社
会環境を反映し、変化と進化を続けてきた。過去から現在までの
リーダーシップの変遷を整理しつつ、これから未来へ続く変化に対
応できるリーダーシップについて、講義の他、常に自らの問題とし
て捉える演習を行いながら学ぶ。

経営と会計

学習目標は経営者としての知識を身につけるべく、経営と会計の基
礎を学ぶ。例を挙げると、決算書には経営者の考えや日々の行動が
「数字」という形で反映される起業を目指している方、これから経
営に携わる方向けに、ここでは「数字」を理解する上で必要な会計
知識をご紹介し、中身を読み解き、銀行の担当者や投資家からの質
問に答えられるように準備する。

医療経済論

医療制度を扱う経済学の応用分野である。経済学の基礎をまなびな
がら、医薬品・医療保険など医療にかかわるさまざまなことを経済
学の手法を用いて分析することを学修する。

地域防災論

和歌山県にいたる地震・津波・台風等の防災にかかわる内容の把握
を行う。また災害で派遣される医療関連チーム（Disaster Medical 
Assistance Team：DMAT、Japan Medical Association Team：
JMAT、Japan Rehabilitation Assistance Team：JRAT）の役割、活
動等の理解を行う。

支援ロボット論

少子高齢社会に進む流れの中、誰にでも使いやすい生活支援技術が
求められる。 低侵襲性計測技術、ロボット技術による生活支援、
健康支援工学の各分野における最先端の研究開発事例の工学的に解
説を通じて、生活者と支援技術の関わりを理解する。

産業保健論

産業社会の下、働く人々の健康を保持増進し、快適な職場環境を形
成していくための産業保健活動とはなにかを理解することを目的と
する。産業保健の世界の趨勢から、日本のヘルスプロモーションと
健康支援環境、現在の日本の働く人の健康課題として、業務上疾
病、産業疲労、過労死問題に加えてライフスタイルの変化に伴う生
活習慣病の増加、職業性ストレスの増加に比例した精神疾患に対す
る産業保健活動と産業保健スタッフとの連携を学ぶ。

必
修
展
開
科
目

選
択
展
開
科
目

展
開
科
目

21



授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

地方自治と生活

本講義では、地方自治の法としくみを学ぶ。地方自治は近年、大き
く変動してきた。地方自治の行方は、まちづくり、地域福祉、環境
保全といった地域の具体的・現実的な課題として、私たちの日々の
生活にも直接かかわってくる。地方自治・地方分権をめぐる近年の
動向や今後の展望を、これからの地域に生きる自分自身の関心事と
して捉えてもらいたい。

生涯スポーツ論

生涯にわたるスポーツをテーマとしてとらえ、子供から高齢者まで
の人生プラン的視点から授業を行う。現代の社会・生活構造の変化
を踏まえて多様化するスポーツの諸相について概説する。主として
生涯スポーツの観点から、地域スポーツ、ニュースポーツの創造、
総合型地域スポーツクラブ、スポーツと環境問題、グローバル世界
とスポーツについて取り上げ基礎的に理解を深める。

ソーシャルスキル論

ソーシャルスキルとは社会の中で自立し主体的であるとともに、他
の人との協調を保って生きるために必要とされる、生活上の能力で
ある。本講義は地域の保健・医療・福祉・介護および行政等と連携
協力することのできる人材養成を行う。加えて、その人らしく生活
するためのヘルスケアサービスについても学修する。

医用・福祉工学論

医用・福祉システムの実用化のためのシステム論、機械工学や電子
工学、情報工学がどのように応用されているのかを学ぶ。それによ
りこの分野の発展には工学技術が必要不可欠であることを理解す
る。

発達障害児・者の現状と課題

「気になる子ども」や「発達障害児・者」の家庭、保育、教育、就
労の現場において「特別な支援」や「配慮」についって課題となっ
ている。発達障害は2005年に発達障害者支援法で定義され、知的な
遅れの有無や、その他の部分で重篤な困難さをもっている場合もあ
り、その障害の程度も様々である。そのため、施策が講じられては
いるが、充分に対応できているとは言いがたい。関連領域、例えば
家庭、保育、教育、就労の現場において発達障害児・者のおかれて
いる現状を調査し、その課題と解決策を考案しレポートを作成す
る。

地域連携研究

学習目標は和歌山を中心とした地域の連携を「観光」「都市づく
り」「海外交流」の面からどのような連携を行っており、どのよう
な課題があるのかを探求していく。特に持続可能な街づくりを中心
に各企業やその他の団体の連携を調べ、研究していく。

アンチエイジング

世界有数の長寿国の日本は、余命だけでなく健康寿命が価値をもつ
意味が大きく取り上げられる。本講義では加齢に伴う自らの身体の
変化を理解するとともに他者の加齢変化に対する理解も重要となっ
ている。そこで身体内部のミクロレベルの変化、地域、国レベルで
見る環境を理解しながら、自ら積極的に健康を維持するために方策
についての理解を深めることを目的とする。

選
択
展
開
科
目

展
開
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

専門職連携総合演習A

医療の高度化・複雑化に伴い各領域は専門性が高まっている。リハ
ビリテーションは多くの専門職がチームを形成し患者・対象者に関
わり、日常生活や社会参加の向上の為に関わる。この授業では、急
性期におけるチーム・他職種への理解を深めるとともに、チームに
おける理学療法や作業療法の役割を認識しどのような活動が望まし
いのかをチームによる模擬症例検討を通して学ぶ。

専門職連携総合演習B

医療の高度化・複雑化に伴い各領域は専門性が高まってる。リハビ
リテーションは多くの専門職がチームを形成し患者・対象者に関わ
り、日常生活や社会参加の向上の為に関わる。この授業では、回復
期におけるチーム・他職種への理解を深めるとともに、チームにお
ける理学療法や作業療法の役割を認識しどのような活動が望ましい
のかをチームによる模擬症例検討を通して学ぶ。

専門職連携総合演習C

医療の高度化・複雑化に伴い各領域は専門性が高まっている。リハ
ビリテーションは多くの専門職がチームを形成し患者・対象者に関
わり、日常生活や社会参加の向上の為に関わる。この授業では、生
活期におけるチーム・他職種への理解を深めるとともに、チームに
おける理学療法や作業療法の役割を認識しどのような活動が望まし
いのかをチームによる模擬症例検討を通して学ぶ。

応用理学療法演習Ⅰ

今までに培った専門性の総まとめとして、授業目標は、仮想の理学
療法評価結果をもとに問題点の抽出、治療プログラムの立案を行え
るようにする。授業内容はグループでの課題に対し、発表を行い比
較検討する。その際に文献検索を行い根拠のある治療方法かを検討
することにより、より良い治療法の立案を目指す。

応用理学療法演習Ⅱ

今までに培った専門性の総まとめとして、授業目標は、仮想の理学
療法評価結果をもとに治療プログラムの立案、実施を行えるように
する。授業内容はグループでの課題に対し、発表を行い比較検討す
る。その際に文献検索を行い根拠のある治療方法かを検討すること
により、より良い治療法の立案を目指す。

理学療法総合演習

学内で学んだ基礎医学・臨床医学・理学療法学の各分野について知
識を整理し、国家試験出題形式の問題演習を通じて理解を深める。
到達目標は、基礎医学・臨床医学・理学療法学の各分野における自
らの不足点を認識し、学習計画を立案して実行し、理学療法士とし
て必要な基礎的知識と実地問題を用いて技術等の再確認を行い、要
求される以上のレベルに到達すること。

作
業
療
法
総
合
科
目

専門職連携総合演習A

医療の高度化・複雑化に伴い各領域は専門性が高まっている。リハ
ビリテーションは多くの専門職がチームを形成し患者・対象者に関
わり、日常生活や社会参加の向上の為に関わる。この授業では、急
性期におけるチーム・他職種への理解を深めるとともに、チームに
おける理学療法や作業療法の役割を認識しどのような活動が望まし
いのかをチームによる模擬症例検討を通して学ぶ。

理
学
療
法
総
合
科
目

総
合
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（健康科学部 リハビリテーション学科 ）

科目
区分

専門職連携総合演習B

医療の高度化・複雑化に伴い各領域は専門性が高まっている。リハ
ビリテーションは多くの専門職がチームを形成し患者・対象者に関
わり、日常生活や社会参加の向上の為に関わる。この授業では、回
復期におけるチーム・他職種への理解を深めるとともに、チームに
おける理学療法や作業療法の役割を認識しどのような活動が望まし
いのかをチームによる模擬症例検討を通して学ぶ。

専門職連携総合演習C

医療の高度化・複雑化に伴い各領域は専門性が高まっている。リハ
ビリテーションは多くの専門職がチームを形成し患者・対象者に関
わり、日常生活や社会参加の向上の為に関わる。この授業では、生
活期におけるチーム・他職種への理解を深めるとともに、チームに
おける理学療法や作業療法の役割を認識しどのような活動が望まし
いのかをチームによる模擬症例検討を通して学ぶ。

応用作業療法演習Ⅰ

総まとめとして、高齢者の地域生活支援を学修する。老年期地域健
康増進活動における作業療法の立場からみた支援の実際について理
解を深める。健康増進事業施設の見学、身体能力測定の見学などを
通して、高齢者の生活不活発病の背景や、チームアプローチによる
解決手法を知り、作業療法士として必要なアセスメント能力と、生
活の場において課題解決の視点と技法について学修する。

応用作業療法演習Ⅱ

総まとめとして、障害者の地域生活支援を学修する。障害者におけ
る作業療法の立場からみた支援の実際について理解を深める。作業
療法評価から治療プログラムの立案の課程を再確認し生活に結び付
けるための学習を行う。作業療法士として必要な評価能力と、治療
学を用いた課題解決の視点と技法について学修する。

作業療法総合演習

学内で学んだ基礎医学・臨床医学・作業療法学の各分野について知
識を整理し、国家試験出題形式の問題演習を通じて理解を深める。
到達目標は、基礎医学・臨床医学・作業療法学の各分野における自
らの不足点を認識し、学習計画を立案して実行し、作業療法士とし
て必要な基礎的知識と実地問題を用いて技術等の再確認を行い、要
求される以上のレベルに到達すること。

総
合
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作
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学校法人響和会　設置認可等に関わる組織の移行表

令和元年度 令和3年度

和歌山リハビリテーション専門職大学 専門職大学新設

健康科学部

リハビリテーション学科 80 320

　　計 80 - 320

和歌山国際厚生学院

　　　　　　　理学療法学科 40 - 160 0 - 0 令和3年4月学生募集停止

計 40 - 160 計 0 - 0

変更の事由

和歌山国際厚生学院

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

入学
定員

編入学
定員

収容
定員
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